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救出作業中の事故現場一一一手前の土砂が落盤によるもの

新潟・直江津市の北陸本線複

化のため，長浜トンネル内で

中の三井建設の下請け宮高建

業員10名が，落盤事故で生き

となった。原因は，正月から

た雪が数日まえの暖気でとけ

の望日jれめにしみこみ，積雪σ：
が加わって， トンネルの天労

介が陥没したもの。落盤個所

口から約114情 f陥没幅は19引

砂に埋まった直径約20酬の錫

アパイプを通じて，下坑の5

食糧・衣類などの物資巻送町

時間後に救出に成功したが，

のとれない上坑の5名は，レ

も死tした。

トンネル工事で生き埋め

5名死亡・ 5名82時間後に救出

82時間ぶりに救出され抗道を出る 5名一一一陽光をさけて眼かくしをしている
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公害問題は，社会問題にまで先展してきて

いるが，つい 1－数年まえまで“公害日本一”

と批判され， “灰の降るmy”とまでいわれて

いた山口県宇部市が，地方自治体，地元企業，

および学識経験者の三者一体による努力の結

果，最近では，“太陽と緑のよみがえった町”

に変容してきたという。

宇部市で，本腰を入れて，粉

じん防止対策をはじめたのは，

いまから18年まえの1949年10月だった。市議

会を中心に， 宇部員l産，中国電力など大手企

業が積極的に“首脳会談”を聞いて対策を練

出した集じん装置費は約16億円，また市では

年間 100万円をこえる調査担’をあててきた。

こうした総ぐるみの協力体制が実を結んだわ

けである。熱意さえあれば，公害は防止でき

る一一。これが宇部市の示した教訓である。

ところで，この宇部市にも.illil硫酸ガス対策

司という全国共通の宿題がまだ残

されている。班硫酸ガスの銭大

の発生源は石油であるが，わが

国の石油消費量は世界第3位で，近く年fllj1 

億トンを記録しようとしている。石油のなか

のイオウ含有率を3%とみると， 300万トン

った。これと歩調をあわせて，市でも“道路 のイオウが料製その他の過程で日本の空を流

｜ を花と彫刻で埋める運動”をおしすすめた。 れることになる。この問題を解決しなければ，

｜それ以来いままでに宇部興産など事業場が支 将来おそるべき事態になろう。 (H) 



公害問題が，わが国で論議されはじめてから，すでに10年以上を

経過している。しかし， 事態はいまだに改善されていない。大都市

を中心に，大気汚染 ・騒音 ・悪臭 ・水質汚濁 ・振動なじ産業の発

展と都市の過密化，生活様式の変化にともなって，公害は深刻さを

増すばかりである。そして，近い将来には，いままでの公害に加え

て，放射能物質による環境汚染や電波障害などという新しい公害の

発生さえ予想されている。

公害による被害状況はさまざまであるが，なかで、も深刻なのは，

大気汚染である。もいこのまま事態が悪化していけば，亜硫酸ガ

スや窒素化合物をふくんだスモッグで，国民生活が灰色の霧につつ

まれる危険がある，と警告されている。経済成長の過程で，公害は

避けることのできない必要悪なのであろうか。

公害防除をめぐって，政府をはじめ， 学界， 産業界でも，さかん

な論議がくりひろげられてきたが，公害の定義さえ定まっていない

のが現状であった。今年初頭になって，政府の「公害基本法」の中

問答申が発表され，そのなかで，ょうやく，公害は 「人間の活動の

結果として生みだされる一般公衆や地域社会に有害な影響をおよぽ

す現象」と定義されるようにな った。中問答申は，こうした定義を

出発点に，公害は “人間の活動の結果”として生みだされる以上，

それはまた人間の努力の集積によ って克服できるものとの立ち場を

とっている。たしかに，経済の健全な発展と生活環成の保全は1 も

ともと矛盾 ・対立してはならないものである。

アルフレッド ・ウェーパーの 「工業立地論」によると， 「工業は，

生産費の低減のため，輸i基質’と労務費の安い地域に集中して生まれ

る性質J をもっている。このウェーパーの言葉は，そのまま戦後の

日本産業にもあてはまる。設備の巨大化と，輸送方式の変化，さら

に地側の関係などから，必然的に臨海埋め立て地に産業施設が密集

する傾向をみせている。そして，このことがそのまま隣接の都市に

公害をもたらす要素ともなっている。そこから，公害にたいする事

業者の責任と費用負担の原則の問題が生まれてくる。この “原則”

にたいしては，産業界から，かなりの異論が出ているが，いずれに

しても 「公害基本法」案は，近く国会に上程され，制定の運びにな

るものとみられる。

ところで，問題は，公害を一掃するためには，発生源にたいする

法規制基準の設定もたいせつだが，それにもまして，将来予想され

る事態を含む公害の数量的はあしおよび公害除去技術の開発など，

自然科学面からの対策の強化が必要であろう。

現在の公害問題の中心点はどこにあるのだろうか。本誌では，公

害防止のために各分野で活躍している専門家 ・行政担当者をわずら

わして， 本号と次号の2回にわたり， “公害を考える”特集を試み

てみた。
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公害を考える （その 1)

．．． 
圃・・ 公害の概念

“公害”という言葉は，最近の新聞記事にも

みあたらぬ日が珍しいほどよく用いられる言葉

でありながら，その厳密な定義となると，いま

だに一致したものがない。そのため， しばしば

問題の解決が複雑になるばあいも多い。

そこで，公害という概念を考えるばあい，い

くつかの異なったはあくの仕方がなされている

ことを，まず整理する必要がある。

その 1つは，／Jn害者の責任の明確化を主体と
して考える方式である。公害というものは，不

特定多数の加害者が，不特定多数の公衆に害を

およぼしているばあいであり，特定の加害者が，

不特定多数あるいは特定の公衆に害をおよぼし

ているばあいは，民事上の問題として処理され

るべきであるという，いわゆる“公害”を，公

害と私害にわけで論ずる立ち場である。

第2の公害のはあくの仕方としては，公害が

どのような物理的な現象として現われているか

という立ち場からとらえるものがある。これは，

“公害とは大気汚染 ・水質汚濁 ・騒音 ・振動 ・

悪臭 ・地盤沈下というような事象をさすもので

ある”という概念規定の仕方である。このばあ

いは， 一見客観的 ・具体的にみえるが，力fl害責

に及ぼす影響

古 圭市 1台

青空のなくなった川崎工業地帯

任の追求および被害の問題については間接的な

アプローチの仕方であり，問題点の所在が不明

りょうとなる傾向がある。

第3の立ち場は，被害者の立ち場に主点をお

いて，公衆がかなりの範囲に持続的に被害をこ

うむるという現象で，前述の公害 ・私害をとわ

ず，大気汚染 ・水質汚濁などのほか，さらに拡

大して，断水 ・ごみ ・し尿の収集の不備による

公衆の不便等までをも広く公害として扱おう と

いう見解まで含まれている。これは，企業であ

れ，公共団体であれ，とうぜん守るべき社会的

責任や行政事務の履行不完全によって生ずる民

衆の生活上の不便または生活妨害等は，すべて

公害とする立ち場といってよい。

イギリス，アメリカにおいては， Nuisance 

（生活妨害）という言葉が用いられているが，

日本語の公害を直訳した PublicNuisanceと

いう表現はあまり用いられていない。国際連合

では世界保健機構（WHO）でも，経済社会理

事会 CESC）においても，環境汚染（Envi-

ronmental Pollution）という述語が用いられ

ている。

その定義によると“人間の活動の結果，直接ま

たは間接に環境条件の成分や状態が変えられて，

その自然、のままのばあいよりも，なにかある機

能や目的を果たすために一部もしくは全部が適

予防勝報－5



③慢性影響下での急性の影響

の3つに分けて考えることができる。このうち

①および③については第1表にみるような，い

くつかの災害的事件からその影響は明らかであ

り，わが国においても， 1964年富山化学塩素ガ

ス漏えい事件では，533名の患者（うち入院47

名〉 を出している。

第 1図は1952年のロンドンスモッグ事件のば

あいで，このと きは，例年の死亡者数を上まわ

ること 4000名の死亡者を出 したが， なかでも

抵抗力の弱い高年齢層の死亡増加が顕著で，死

因は慢性気管支炎および心臓病がも っとも多く，

天候が回復したのちも数週間にわたってこの傾

向はつづいた。

事件当II判lll定された出硫酸ガス濃度は，もっ

とも濃厚なときで短時間値1.75ppm,24時間平

均値0.7ppm程度であった。1ppmの濃度では

人によ って央気も感じないものであるが，なぜ

このような微量で人体に大きな影響をおよぼす

かについては，まだじゅうぶん説明されていな

い。ただ， 実験室的には，2種以上の汚染物質

が混合して存在するばあいには，その作用が相

乗的に強められることが明らかにされている。

亜硫酸ガスの生体におよぼすおもな影響には，

限 ・のど ・気道などの粘膜への刺激作用，気道

切でな くなったり したようなばあいには，

を環境汚染と呼ぶ”としている。

また， 1966年10月7日に発表され，、公的な機

関としては初めての見解として往日された公害

審議会の答申では， “公害は人間の活動の結果

．として生み出される一般公衆や地域社会に有害

な影響をおよぽす現象であり，その影響は人間

の心身や生活環境に対する影響のほか，動植物

や物的資産におよぼす影響を含むものであって，

因果関係の立証や受忍限度の判定に困難が伴う

ことなどが特徴である”として， 当聞は，大気

汚染 ・水質汚濁 ・騒音 ・振動および思央の5種

類を行政上の公苫として取り扱うことが妥当と

している。ここでは，いわゆる“公古” と称せ

られるこれらの環境汚染の実態について，その

人体におよぽす影響を中心として要約してみよ

っ。

これ

．．． ．．． 環境汚染の人体におよぼす影響

1) 大気汚染

大気汚染が人体におよぽす極々の影響も，他

の原因による疾病のばあいと同僚に，

①急性の影響

②慢性の影響

著明な空気汚染エピソー ドの疫学的分析 （慶応大学 ・外山教佼による〕

ロスアンゼルス（米〉現在ロ ンドン〈炎〕
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を起こした

60名死亡のほか，数千名

の全年齢層の急性肺刺激

性疾ι也の発生

家畜，烏，植物の被害

被

害

自動車，石油精製工場，
家庭からの炭化水素系ガ
スと，

（昼〉

（夜〉

N02 

オゾン

その他

石炭燃焼による so,
工場から % 
発泡所から % 
家庭から % 

おそらくアエロソんによ
るso，とS03との相乗作
用があり，金属硫般アン
モニウ ムもおそらく ｜主l係
ある

工場からの亜硫酸ガスお

よびその酸化物質

おそらくアエロソんのた

めに so，が S03となり
これらの相乗f午用

病

因
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深部組織への侵入率は約20%程度で

あるのにたいし， lミクロン以下の

粒子は 100%近く肺胞に到達するの

で， 100%侵入しうる食塩の粒子の

表面に亜硫酸ガスを吸着して，より

多くの亜硫酸ガスを肺の深部組織に

もちこむためにおこる相来作用であ

ろうと考えられる。このことは大気

汚染の生体におよぼす影響を考える
1000 
16 18 20 22 28 30 32 34 36 38 40j堕 うえで，きわめて重要な ことであ

り，亜硫酸ガスの排出規制以外に，

同時に粒子物の排出を減少させるこso, 0.30 
i盟
問
平
士句 0.20 
i農
度

50 

llJJ 1 J1 2)] 3月

第 1図亙硫酸ガスによる大気汚染と死亡数

(1952年11月～1953年3月，大ロン

ドン市） (Committee on Air 

Pollution Interim Report, 1959) 

食t孟エーロソソレ＋亜硫般ガス

気 40「食滋エ一白川レ
噌 I JEliilc般ガス
毒d ( 1. 6ー均州
杭 「平均樹壬0.22μ
増 I( 7 .4 mg/ m 3) 
力日 20 
率

% 10 

。
健康男子13名平均

第2図食塩エーロゾルとE硫酸ガスとの相乗作用（外山〉

の内径をせばめて気道抵抗値を増大させ，空気

の肺への出入を妨百する作用等がある。慶応大

学 ・外山教J受の実験によると，人間にとっては

なんら影響をおよぼさない生理的食塩水のミス

トを亜硫酸ガスと同時に吸入させると，亜硫酸

ガスの単独政入に比べて，いちじるしく気道抵

抗が増加することが知られている（第2図〉。

この現象は亜硫酸ガス単独吸入のばあい， JI市の

とが重要であることを示している。

大気汚染による慢性影響について

は，都市に住む人びとにとっては，

いまや身近かに迫った切実な問題と

して感じられており，日常生活の不

快感だけにとどまらず，感冒，慢性

気管支炎，肺気腫，気管支ぜんそく，

肺癌，結膜炎等の増加というかたち

で現われてきている。

イギリスでは慢性気管支炎にたい

する診断基準が統ーされており，この基準にも

とづいて，ロンドン大学の疫学の教授リイド博

士が調査したところによると，都市と民村では

明らかにその躍忠率，死亡率に差があり，この

差は喫煙の度合いの差によっては説明できず，

おそらく都市化にともなう大気汚染に関係して

いるものと思われる（第3図〉。

厚生省では，1964年度から大阪および四日市

において， “大気汚染の人体におよぽす影響調

査”を実施しており， 64年度は40歳以上の男女

を対象として， 大阪では汚染地区3421人， 非

汚染地区 3520人，四日市では汚染地区4621人，

非汚染地区4549人についてアンケート調査お

よび医学的検査を実施している。この調査の結

果からも，地区の人口構成， l喫煙による影響を

とり去っても，汚染地区に非汚染地区より 2倍

～3倍の慢性気管支炎症状を有する者がいるこ

とが明らかにされている。

現在，大気汚染物質として常時測定がおこな

予防時報 ー7
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第 3 ~ イギリスにおける慢性気管支炎の種息率と

死亡率の地主主別比較（リイド憾士による〉

われているのは，おもに降下ばいじん，浮遊粉じ

ん，亜硫酸ヵ・スについてであり，これらの観測

網により測定されたデータをみると，降下ばい

じんは減少傾向を示しているのにたいし，亜硫

酸ガスについては，ほとんどの地域において漸

増の傾向をとっている。このことは，ばい煙規

制法施行以来，企業における集じん装置の設置

など，防じん対策が強化されてきたと同時に，

わが国のエネルギー源が石炭から石油系燃料に

転換しつつあることを示している。

横浜，川崎市臨海地区においては，ここ数年

のうちに2倍に達した亜硫酸ガス韮により，常

時慢性的広域汚染現象を示してお4り， 1965年7

月～8月トこは， 川崎市内において 0.4ppm以上

を43回， 0.5ppm以上を10回，また0.6ppm以上

を5回も記録するなど，環境衛生上まことに憂

慮すべき状況となってきている。

浮遊粉じんについては，亜硫酸ガスほど世間

の注目を号｜いていないが，前述の亜硫酸ガスと

の相来作用のほか，人体への影響としては降下

ばいじんよりはるかに多くの危険性を含んでい

る。ことに 1ミクロン以下の粧子は肺の最深部

に沈着し，そこに病理学的な組織変化を起こす

ことが動物実験で知られている。ちなみに東京

都内霞ヶ関 ・新宿 ・板橋における浮遊粉じんは，

8－ 予防時報

それぞれ 533, 374, 316μg/m3 (1964年〉で，

ロンドンの 163μg/m3(1962年10月～1963年3

月〉，ニューヨークの 250μg/m3(1962年〉など

諸外国の汚染レベルに比べて高い状況である。

工場排煙とともに，大気汚染を引き起こすも

う1つの大きな原因として，自動車排気ヵ・スが

ある。

さいきんの自動車走行台数の増加は，それに

ともなわない日本の道路事情が汚染の進行にい

っそう拍車をかけている。自動車排気ガスの有

毒性については，ときには自殺の手段に用いら

れることからも明らかであるが，問題はこの排

気ガスにより，われわれの生活環境がどの程度

汚染され，いかなる影響をこおむっているかと

いうことである。1965年9月，東京都世田谷区

大原交差点において厚生省の実施した自動車排

気ガス人体影響調査の結果によると，街路端で

の一酸化炭素の平均濃度は 4.lppm,交差点中

心部では平均55ppm（瞬間値），最高 llOppm

と高濃度を示し，幹線道路端から25～50m離れ

た住居地区でも数 ppmが検出され，一酸化炭

素による汚染が広範囲におよんでいることが見

出されている。

また，血液中のー酸化炭素ヘモグロビン量に

ついてみると，汚染地区住民は平均4.27%で，

非汚染地区住民の平均 2.79%に比べて高〈，日

によっては 5.79%を示した。ー酸化炭素は生体

の血液中の酸素を運搬しているヘモグロビンと

ひじように大きな親和性を有し，その結合力は

酸素の二百数十倍といわれている。その結果，

肺でガス交換がおこなわれるさい，赤血球のヘ

モグロビンは酸素と結合できず，体組織へ酸素

を運搬するという，もっとも重要な機能が障害

され，無酸素症の状態をもたらす。また高濃度

のー酸化炭素は服や神経系に影響をおよぽし，

記憶喪失，神経機能の失調等をきたすことは，

炭坑の爆発事故などからもよく知られている。

カリフォルニヤ州 （アメリカ〉では， 30ppm

の濃度に 8ll与問， 120ppmでは 11時間一酸化炭

素にさらされると，血液中のー酸化炭素ヘモグ

ロビン濃度が 5%となることから，これらの濃



度を一酸化炭素の危険濃度としているが，わが

国の主要都市でもすでに 20～30ppmの一酸化

炭素が記録されており，注意すべきことと考え

られる。

排気ガス r！•には，このほか極々の有害物質が

含まれており，窒素酸化物は呼吸部への刺激性

を有するほか，スモッグの形成に関与し，排気

ガス中の炭化水素，大気中の酸素と日光の照射

のもとに反応して，オゾンを発生し，これが目

を刺激したり，タイヤなどのゴム製品に亀裂を

生じさせるなどの影響が知られている。また，

炭化水素，ホルムアルデヒド，鉛化合物等，自

動車排気ガスについてもさらに研究すべき多く

の課題が残されている。

2) 水質汚濁

われわれが日常生活を通じて水質汚濁の問題

を切実に感じるのは，隅田川をはじめとして大

都市を貫流する河川の悪臭や，海水浴場におけ

るタンカーのパラスト水による海面の油汚染な

どであるが，このほか，四日市など石油コンビ

ナート周辺海域における工場廃液による異央魚

問題，のりの養殖にたいする被害，渡良瀬川流

域にみられる鉱山廃液による稲作被害，下水道

の不備に起因する中性洗剤による河川の汚染 ・

浄水能力の低下，久米川文化村に典型的な例を

みる赤痢集団発生などまことに多種多岐であり，

これらの原因も多様である。

また，やや特殊な水質汚濁問題で、はあるが，

もっとも悲惨な事件として，熊本県水俣湾周辺

漁民の間に起こった水俣病がある。この事件で

1953年～60年にかけて 111名が発病し，うち41

名が死亡している。水俣病は，熊本大学医学部

の全学をあげての総合的調査研究の結果，工場

廃液中に含まれて海域に排出された有機水銀

（メチル水銀〉が，魚員類を通じて人体に蓄積

された結果生じた有機水銀中毒であることが明

らかにされた。このように奇病の原因が学問的

に解明されたにもかかわらず， 1964年8月には

新潟県阿賀野川河口流域において，ふたたび第

2の水俣病を引きおこしたことは，現在の水質

保全法や工場排水規制法の盲点というだけでは

すまされず，水質汚濁防止にたいする企業およ

び，行政庁の責任をきびしく指摘しているもの

といえる。

3) 騒音・振動

騒音 ・振動は，ー般市民のもっ とも身近かに

発生し，その被害が直接的，具体的に意識され

る公害であり，そのため都道府県の公害苦情件

“酸素売ります”スモッグ下の都会ではこんな新商売があらわれた 〔京京・新橋で〉

予防時報－9
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数のなかでももっとも高い比率を占めている。

現在 （1966年4月1日〉地方自治体において

条例をも って騒音を規制しているものは，都道

府県については18，市町村については30を数え

ているが， ジェット機などによる空港周辺の騒

音や新幹線， 高速道路等の車両騒音および建築

騒音 ・振動については，ほとんど無力である。

騒音の影響としては，日常生活における会話

の妨害，安眠妨害，作業能率の低下などとなっ

て現われ，それが不快感，腹立ち等の心理的影

響，疲労増大とともに自律神経系ならびに内分

泌系のバランスの失調，難聴の発生等，人体の

生理的影響となって現われてくる。振動は騒音

をともなうばあいがほとんどであり，その影響

も騒音のばあいとほぼ同様であるが，このほか，

隣接工場の精密機械を破損したり，建物， 家具

などに損傷を与える問題もひき起こしている。

（注）茨城県と埼玉県の「その他」は悪臭その他である。

．． ・未回答，一 ：なし

他の環境汚染のばあいにも参考にすることがで

きるが， 最低汚染レベルにおさえるためにもっ

とも必要とされることは， 設備投資などの財政

上の措置と実用化できる科学技術の開発である。

厚生省では，公害審議会の答申をもとに，公

害防止地域の指定，環境基準の設定，測定監視

体制の強化などを中心とした公害基本法案の作

成にあたっているが， WHOの示す4段階のう

ち，どのレベルでわが国の公害対策が樹立され

るかは世論の力と政策により決定されることと

なろ う。 （筆者 ：厚生省環境衛生局公害課〉

．．． 
一一一公害対策の方向．．． 

以上，代表的な公害について，人体への影響

を中心に，それも紙数のつごうからごく 一部に

ついてふれるにとどま ったが，人間の健康はそ

の生活環境から切り離しては考えられない以上，

環境汚染の影響もとうぜん人間環境系への影響

としてはあく されることが必要である。WHO

（世界保健機構〉で、は，大気汚染の人体におよ

ぼす影響について 4つのレベルを示している。

①現在の知識によれば直接的にも間接的に

もなんらの影響もみられない，またはそれ

以下の濃度や！曝露時間

②感党器を刺激したり，植物に有害であっ

たり，視程の減少あるいは環境にたいする

その他の不利な影響をもたらしそうな，ま

たはそれ以下の濃度やI曝露時間

③生理的機能の障害，あるいは慢性疾患や

寿命の短縮をもたらしうる変化をおこしそ

うな，またはそれ以上の濃度や曝露時間

④感受性の強いある人びとの集団に急性疾

患や死亡をもたらしそうな，またはそれ以

上の濃度や曝露H寺間

これらのレベルは大気汚染だけでなく， その

10一予防時報



公害を考える （その 2)--- －－－ ー十二 一三二←ニ一三二ー

公害の未然防止

．．． ．．． 一一はじめに

公害問題の解決は，現下のもっとも緊急を要

する国民的要請であって，政府，地方公共団体，

産業界，住民それぞれが， 全力をあげてこれを

推進すべきものである。

そのためには，なによりもまず事態の的確な

認識に基づいて，国民の健康の確保と産業の健

全な発展との両立を図りつつ， 具体的で，もっ

とも効率的な対策を総合的に，かっ，強力に推

進することが肝要である。

公害問題の解決は，どの先進工業国でも大き

な課題となってきているが，とりわけ，わが国

のばあいは，都市化 ・工業化が最近世ー界にも ま

れな急テンポで進行 し， しかも，それが特定の

地域に集中 した結果，現在のような公害問題の

深刻化をもたらしたのである。もちろん，低イ

オウ原油の入手難などのエネルギ一事情や，公

害防止技術の立ち遅れ等の要因を加重要因とし

てあげられようが，以上のような公害問題の基

本的背景を見失ってはならない。

公害対策等を考え‘るにあたっ ては，発生源に

おける強い公共性の認識と積極的な姿勢を前提

としながら，都市化 ・工業化の無秩序な進展の

あとをいかに是疋するか，また，今後いかに し

公害を未然防止するために，工業地域を中心にその

細 川恒

て秩序ある都市化 ・工業化をはかつてゆくかと

いうことを基本問題として取り上げてゆかなけ

ればならないことは明らかである。

以上は， 1966年10月末に通商産業大臣に中問

答申として報告された，産業構造審議会産業公

害部会の報告内容の抜すいである。

ここにも明記されているとおり，公害問題を

解決するにあたっては，まず， 企業をは じめと

するばい煙 ・汚水などを発生するいわゆる発生

源が，その発生する物質等を最小限にとどめる

よう積極的な努力をしなければならない。しか

し，その努力による効果にも，たとえば，亜硫

酸ガス防止にみるように，そのきめ手となる低

イオウ原油の輸入がむずかしいこと，あるいは

脱硫技術 〈亜硫酸ガス またはイ オウを除く技

術〉が実用化の段階にいたっていないことなど

の制約があり，限界がある。

いっぽう，これらの制約がなくても，発生源

からの発生物質等を皆無にすることは至難のこ

とであり，この限り，無秩序な都市化 ・工業化

（市街地や工業地幣の形成が住宅と工場との混

在を招くなどじゅうぶんな計画性をもたずに行

なわれ，かっ，通路，下水路なと♂に社会資本の

投入が不足していて，その地域における生産活

動や生活活動の増大とバランスを失しているこ

と〉が進めば，防ぎうるはずの公害が発生する

予防時毅一11



ことになる。

したがって，公害問題の解決には，発生源に

おける努力が重要であることはもちろんのこと，

その努力が， じゅうぶん効果をあげうるように

制約条件の排除（低イオウ原油の増加，公害防

止技術の開発，社会資本の充実など〉を行なっ

て，同時に，無秩序な都市化 ・工業化の是正，

秩序ある都市化 ・工業化を押し進める必要があ

る。

とくに無秩序な都市化 ・工業化の是正，秩序

ある都市化 ・工業化の推進には，個々の発生源

の立ち場からの努力では不可能であり，より高

い立ち場からの努力が必要で，国 ・地方公共団

体が積極的な役割を果たさなければならない分

野である。

以下に述べる工業地域における公害未然防止

対策もまさにその 1つである。

：：：公害未然防止対策の意義

公害は，未然に防止するのが最

善の策である。公害が発生してか

らでは解決に多額の費用を要する

ばかりでなく，解決自体がきわめ

てむずかしい。とくに今後急速に

工業化の進む地域については， じ

ゅうぶんな配慮が必要である。

その理由として，

(1) 今後は，地域の工業化がコ

ンビナートという形で進むケー

スが多く，関連企業が集中的に

同時期に建設されるため工業化

および公害の発生が急速なテン

ポで進むこともありうること

(2) 従来の都市計画で、は，急速

に進む大規模な工業化に対して

は，公害防止の観点からはじゅ

うぶんではなし具体的に実効

ある対策は不可能であること

ばあいがあるので，地域全体の企業の立地計

画乞産業政策上の長期的観点をも加えて総

合的に判断し，調整すること。とくに現在，

脱硫技術など公害防止技術の開発が遅れてい

るので，この配慮の必要性が高いこと

(4) 海岸部の狭い平地や埋立地に工場や住宅

を建設せざるを得ない等のわが国の地形の特

性から，公害発生については，とくに注意す

る必要があること

(5) 工業化を秩序立てて実施することによ っ

て，地域住民に対しても，操業する企業に対

しても，無用の摩擦を生じさせないこと

があげられよう。

そこで通商産業省は， 1965年度から大分県鶴

崎地区，岡山県水島地区など＼今後急速に工業

化の進む地域について，科学的な調査（総合事

(3) 個々の企業から排出される

物質の集積が公害となるような 太陽もかすむ一一スモッグ警報の出た都心の空 （。朝日新聞社）
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前調査〉を大気汚染 ・水質汚濁の両面から実施

し，公害の未然防止対策を指導することとして

し、る。

この調査の意義は，たんに将来の汚染状況を

把握することにあるのではなし調査の結果に

基づき，必要な対策を具体的に個々の企業およ

び地方公共団体に実施させることにある。

現在のところ，この調査に基づく指導は，法

律によって強制されるものではないが，すでに

大気関係調査を終了している大分県鶴崎地区，

岡山県水島地区，茨城県鹿島地区に関しては，

当該地区の立地企業および地方公共団体から全

面的な協力が得られ，拡散効果を大きくするた

めの高煙突の建設，亜硫酸ガスを少なくするた

めの燃料の転換，および土地利用計画の一部変

更，誘致計画の変更等の実行が約束されている。

．．． ．．． 一一一一総合事前調査

大気汚染 ・水質汚濁の両面から行なわれる総

合事前調査は，大気関係調査，海域関係調査，

河川関係調査に分かれる。

( 1 ) 大気関係調査

調査過程は，第1図のとおりである。

この調査は，エアー ・トレーサー（けい光物

質〉を使って煙の拡散 ・希釈の状況を直接把握

したり，将来の立地状況を模型にした風洞試験

などによ って行なわれる。 また，風洞試験の前

提条件となる地表の風向 ・風速，上空の風向 ・

風速の分布，大気の乱れ，気温こう配の現地調

査なども行なわれる。

なお調査地域は， 1965年度 ・大分県鶴崎地区

（新産業都市〉，岡山県水島地区（新産業都市〉，

茨城県鹿島地区（工業整備特別地域）， 66年度 ・

兵庫県播磨地区（工業整備特別地域〉， 大阪府

泉南 ・泉北地区，愛知県名古屋南部地区，千葉県

五井 ・ fr~iケ崎地区， 67年度（予定〉 ・ 徳島県徳島

地区（新産業都市〉， 広島県福山地区（工業整

備特別地域）， 愛知県三河地区（工業整備特別

地域〉，神奈川県横浜根岸地区， 北海道苫小牧

地区（新産業都市〉である。

(2) 海域関係調査

調査過程は， 第2図のとおりである。

この調査は，まず予備的な海況調査（流向 ・

流速，潮位，沿岸流など〉の後に， トレーサー

の放流による現地試験を行なって海域の濃度分

布図を作成し，いっぽう，これらのデータをも

とに，将来の状況把握のために模型試験などを

行なうものである。

なお調査海域は， 66年度 ・茨城県鹿島海域

（工業整備特別地域）， 67年度（予定〉 ・大分県

鶴崎海域（新産業都市〉， 兵庫県播磨海域（工

業整備特別地域〉， 千葉県五井・姉ケ崎海域で

ある。

(3) 河川関係調査

調査過程は， 第3図のとおりである。

この調査は，工場の排水と同ーの拡散を示す

トレーサーを放流して，採水分析や上空からの

写真撮影などによって，河川の濃度分布を知り，

対策の検討をはかるものである。

なお調査河川は， 65年度・福島県，宮城県，

①調査対象地区への進出予定企業からの立地の現状およ

ぴ目標年次における立地計画（燃料使用量，排ガス量，

生産規模等）の聴取

② 

θ）直接的汚染予測

法 エアー・

トレーサー試験

（現地測定〉

↓ 

汚染濃度分布
図の作成
＼ 
＼ 
＼ 

＼ 

（ロ）風洞（模型）試村理論計算による

験による間接的 間接的汚染予測

汚染予測法 法

拡（散現条地測件調定査〉

風洞試験
電よ子る拡計算散機計算に

絞殺分布 汚図染の作濃／度成分布

／ 
／ 
,/ 

③各汚染濃度分布図を調整L，汚染濃度分布図作成

④対策の検討およびその結論に基づく個別企業，地方公

共団体の指導

⑤最終報告書の作成

第1図 大気関係調査の過程
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①調査対象地区への進出予定企業からの立地の現状およ

ぴ将来における当該地区における立地計画（生産規模，

排水量，排水水質等〉，埋立計画の聴取

② 海況調査
〈潮流の方向，流速，潮位観濁I］等〉

l T 
（放流地点決定〉

↓ 
（実験条件の決定）

、‘，J験試流
定

成

主

放

算

作

何

一

の

図

的
サ

｜
↓
数
布
｜
｜

則

一

係

分

王
．
レ

散

度

ト

拡

濃

r

’、
③
 

模型試験
（現宅E，将来模型〉

↓ 
拡散係数の算定
濃度分布図作成

④ 淡lν
 

盤調bι 果結験

i
z－
－

ψ
 
試型模

慨

験

図

試

布

地

分
現

度

⑤ 
↓ 

対策の検討および結果に基づく個別
企業，地方公共団体の指導

最終報告書の作成

第2図海援関係調査の過程

⑤ 

①調査対象水域の概況（水量，水質，罪IJ水状況等〉を調

査するとともに進出予定企業からの立地の現状および将

来における立地計画（生産規模，排水量，排水水質等〕

の聴取を行なう。

② 現地試験（トレーサー放流試験〉
↓ 

③ 拡散係数の算定，濃度分布図の作成

↓ 

④対策の検討および結果に基づく個別企業，地方公共団

体の指導

↓ 

⑤ 最終報告古の作成

第3図河川関係調査の過程

阿武隈川（新産業都市〉， 66年度 ・岡山県高梁

川（新産業都市）， 67年度（予定〉 ・徳島県吉野

川（新産業都市〉である。

－－－ 
.....“ー一一一一一一一ー 一一総合事前調査の成果

先に述べたように，本調査は，たんに目標年

次の企業立地計画に基づ、き将来の該当する地域

の汚染状況の予想をするにとどまらず，その予

14一予防時報

想結果に基づき，企業 ・地方公共団体に必要な

措置の指導を行なうものである。

したがって， 調査結果と してまとまるま でに

は，数か月の日l侍を要するが，現在までにまと

まったものの成果はつぎのとおりである。

( 1 ) 大分県鶴崎地区調査

（イ） 企業に対する指導

当地における既存および進出企業に対しては，

1970年度における増設および新設計画に基づい

て検討した結果，その計画に従えば，大気汚染

によ る問題はないとの結論を得た。

（吟地方公共団体に対する指導

＠富士製鉄が進出する予定地の背後は，集じん

装置による集じんに限度があるためできるだけ

緑地帯とすること

＠ まだ立地企業の決定 していない埋立地に進出

する企業については，下記の点にとくに留意す

る必要がある。

( i 〉大分市街地に近い5号塊立地は，亜硫酸

ガス，粉じんに問題のある企業の進出は望ま

しくない。立地するばあいは，防止のために

じゅうぶんな対策を講ずること

(ii) 6号埋立地， 7号埋立地についても，そ

の背後に市街地があるので，立地企業は，大

気汚染防止上， じゅうぶんな措置を講ずると

ともに，立地企業の種類によっては，県が計

画している背後地の緑地計画を拡大すること

(2) 岡山県水島地区調査

（イ） 企業に対する指導

( i )70年度末における企業の新設 ・増設の当

初計画に基づいて検討した結果， 70年度末に

おいては当地区はかなり広範囲に大気汚染が

見られ，局地的に高濃度汚染が出現すること

が予測された。このため，企業に対し， 高煙

突の建設，排ガス条件の改善，良質燃料への

転換等の対策を指示 し， 各企業からのこれに

対する回答の結果， 70年度末においては，企

業立地が進んでも，ばい煙規制法による特別

の措置を必要とする状態にはいたらないもの

と推測される

(ii )71年度以降の企業の拡張については，各



企業の汚染度以上にならぬよう配慮すること

（司 地方公共団体に対する指導

つとめる方針であり，このため，上述の総合事

前調査を拡充強化するとともに，この調査結果

( i ）水鳥地区東部の山ぎわにある C'地区に

ついてはうすでに近接した集落が既存企業に

而しており，さらに山に近接した用地である

ことなどから， Ifli硫酸ガス，ばいじん等を発

生する企業の進IUは望ましくない。

等を効果的にするために“工業立地適正化法”

（仮称〉を制定する予定である。

工業立地適正化法では，公害問題の解決のた

めに企業立地の調整を行なう必要のある地域を

指定し，企業立地の調整を行なうとともに，積

(ii）今後，工業地’「Irに近接した地区への住居

立地を避ける措世を講ずるべきであり，現在

の工業地有1・の外縁部にキII当程度の緑地帯の設

極的に企業立地を促進する地域を指定して， 産

業活動の場を確保するものであり，立地而から

公害問題の解決をはかり，同氏の健康の確保と

置等を行なうべきである。

．．． ．．． 
産業の健全な発展に役立たせようとするもので

ある。この法律の制定によって，公害の未然防

今後の対策 止対策は，さらに推進されるものと期待され

る。

通産省は，今後も積極的に公’告の未然防止に

新！相j

面l五－ LPガスの防火指針
日本損害保険協会発行（〒とも50円〕

L Pガスは，いまや国民燃料

として重要な位置を占めていま

すが，その管理 ・使用にあたっ

て，性状や燃焼特性に対する知

識の不足から， しば‘しは、；爆発火

災などの事故をひきおこしてい

ます。

本書は， LPガスの性状，燃

焼特性，取り扱い注意の要点，

消火と消防火設備などについて

（筆者通商産業省産業公害課〉

くわしく解説するとともに，事

故例をあげて具体的な対策をの

べています。 LPガス取り扱い

者・管理者のためにすぐに役だ

つばかりでなく，LPガス入門

書としてjよくおすすめします。

(A 5判・ 48ベージ，申込先・東京

都千代田区神田淡路町2の9日本損

害保険協会予防広報部予防課）

引火 ・；爆発 ・自然発火などを

おこしやすい危険な物質は，各

種産業・学校 ・研究室はもとよ

り，一般生活においても数多く

取り扱われています。

新刊

紹介 危険物要覧

束工大教授崎 川 範行著

日本損害保険協会発行 （干とも50円〉

本書は，危険物について正確

な知識を求める人のために，よ

く扱われる物質的種を選び，辞

典スタイルで解説しています。

ひとつひとつについて，化学的

性質，人体に与える毒性，管理

方法，消火の心得などが平易に

のべられています。

…一～……r、へ~ ＿，…ー

近｜刊 欧米の化学工業における

紹介 安全工学の活用

安全工学協会発行 〔5月末予定〉

本；~：は，安全工学協会が欧米

諸国の安全工学の実状を視察 ・

研究し，日本の安全工学の発展

に寄与すべく昭和40年秋におこ

なった安全工学調査団の報告書

です。ありふれた見聞記ではな

く，専門知識と深い経験を駆使

して，実証的にまとめられた生

危険物による事故を防止する

ために，簡便なノ、ンドブックと

してご活用ください。

(A 5判， 64ベージ，申込先 ．向上）
－~、，~、へ〈〈へ〈（〈〔~、f、ハ》叫

きた資料が豊富にもりこまれて

おり，編集もユニークです。安

全技術者をはじめ，行政担当官，

企業経営者，工場管理者などに

多くの示唆をらえる必携の書で、

す。

（予約定仙i1600円， 〒100円，申込

先横浜市中区尾上町f4の47大和銀

行ピノレ 安全工学協会

予防時毅 15 



公害を考える （その3) ＂＂三二二て一一 て一 二三←一三一三一

害

一

房

公

暖
の

中

都

と

集

京

域

束

地

人口世界ーの東京は，いまや公害世界ーにもな

りかねない。一例をあげて公害除去を考える

山口幹雄

マママ
ムムム

都市公害

東京や大阪のような大都市における公害は，

とくに“都市公害”といわれているが，都市公

害という言葉は，工場公害あるいは産業公害と

いう発生源を暗示する呼称とは異なった意味を

持っている。また，大都市における公害という

平面的な意味だけでなく，大都市が構造的に公

害を内包しているという意味に使われているよ

うである。もちろん，都市公害といわれるばあ

いでも，その発生源は企業活動が中心であるこ

とはいうまでもないが，その発現や影響の仕方

が都市構造と切り離せないという意味で，他と

異なった表現をとるものであり，より直接的に

いえば，都市現象として公害を把握する態度と

いえよう。このような見方からの 2' 3の例を

あげてみることとする。

争産業と人口の集中

まず， 東京における産業と人口の集中という

こと自体が，それ自身公害現象を発現させてい

る。これがもっとも平面的な意味で都市公害と

呼ばれているものである。たとえば， わずか

569.51km2の狭陸な区部に，ばい煙発生施設と

称せられる営業用ボイラー（伝熱面積 10m2以

上〉および炉が 16000施設もあり，その他の小

16一予防時報

規模の営業施設や一般家庭の煙突とともにばい

煙を放散している。いっぽう，都内保有台数

120万台， トリップ数1日600万台といわれる

自動車から排出される排気ガスは，ばい煙とと

もにいわゆる東京スモッグを形成している。し

かも 800万人を越える区民の空気は，年々汚染

の度を増している。個々の排出量がいかに少量

であろうとも，狭障な場所に多数の発生源が集

中すれば，その地区の汚染度が高くなることは

当然の現象であろう。

争公共施設の不足

第2に人口と産業の集中に対応する公共施設

の不足が公害を激化させている要因となってい

るばあいがある。たとえば，区部における工業

用水量調査（1960年〉の結果をみると， 3164 

工場（従業員30人以上〉の工業用水総使用量は

4 127 900 mりdayであるが，そのうち上水道に

よる分が 10758lm3/dayにすぎず，これに対し

て地下水に頼る分がその5倍の 511315mりday

にのぼっている。この事実は，地盤沈下による

ゼロm地帯の発生を裏づけるものであった。用

水のコスト問題などがあるにしても，上水の供

給能力の不足をまずこの理由にあげるべきであ

ろう。

地盤沈下のもっともひどかった江東地区にお

いて，地下水の汲み上げ規制とともに発足した



工業用水道が1964年から稼動した結果，地盤沈

下現象が減少し，地下水位も上昇しつつあるこ

とは，これを如実に語っている。

また， 1800工場の排水 ・家庭下水の直接流

入によって汚染されている問田川をはじめとす

る都内河川の汚濁は，工業用下水道を含めての

下水道の普及の立ち遅れにその大きな要因を見

出すことができる。

さらに，道路事情の悪化は交通渋滞を各所に

起こし， 1964年度中に，交通渋滞時間 1000時

間を越える個所が都内で11個所を数え， 500時

間を越えるものにいたっては23個所に及ぶ。こ

のような交通渋滞は，自動車の発進 ・加速によ

り，通常運転時より多量の排気ガスや騒音を発

生し，新聞をにぎわした大原交差点のような状

況を現出する。

道路の立体交差は，交通渋滞を解消すること

によって排ガス量を減少させるとともに，排ガ

スを拡散させる効果ももっていることを指摘し

ておこう。

.都市計画の不備

第3には，用途地域の混在性を含めて，都市

計画の不備が，公害の解決をはばんでいる要素

である。工場と住居が混在している環境が，工

場の騒音 ・振動や排ガスに直接住民をさらす事

実はいまさら述べる必要もないと思われるが，

現在の用途地域別工場数の比率は，推定による

と準工業地域に38%でもっとも多く，住居地域

25%，商業地域20%となり，ついで工業地域で

16%となっている。

もちろん，数のみの問題ではなく，規模の大

小 ・業種の相異が重要ではあるが，それでも工

場騒音に関する住民の被害を訴える苦情件数は，

ある程度工場数に比例している。すなわち，

1965年中に都に持ち込まれた工場騒音の苦情は

555件にのぼっているが， そのうちわけは，準

工業40%，工業26.7%，住居 14.2%，商業 11.9

%となっている。とくに住居の環境保全を第1

に考えるべき住居地域にも約15%に近い件数が

あることは，用途地域の混在性の問題点を物語

るものであろう。

マママ
ムムム

解決の手法

以上 2'3示した都市公害の例からみても，

解決の手法は明らかで、あろう。要約するとつぎ

の3つに分けられる。

第1には，なんといっても発生をおさえるこ

とである。これは発生源における排出規制であ

る。大都市のような密集地帯においては，他に

おけるよりもきびしく規制されなければ，その

目的は達成できない。密集地帯の住民の生活環

境の維持を呂的とした環境基準を作り，この範

囲内に排出を規制する具体的な手段をとること

が緊急の課題であろう。

第2には，水質汚濁防止のための下水道整備，

地盤沈下防止のための工業用水道の拡充とか，

自動車の排気ガスや騒音防止のための道路整備

のように，公共施設の整備拡充をはかることで

あろう。

第3には，工場から住居を分離する用途地域

制の実施であり，また公害工場の移転とか緩街

地帯の造成とかのように，既成市街地の再開発

を含む，広い意味での総合的な土地利用計画の

樹立とその実施である。

以上のことは，少なくとも公害を論ずる者は，

だれしも基本的な知識として承知していること

ばかりであり，現在東京をはじめとして，全国

の大都市でもそれぞれなんらかの形で促進され

ようとしている。そこで，一般的にこれらを東

京でいかに実施したらよいかを述べる必要があ

るが，紙数のつごうもあるので， 1つだけ具体

的な提案をして諸賢のご批判を請いたいと思う。

zzz 東京都における地域集中暖房

地域の集中暖房方式を採用しようとする動き

は以前からあったのであるが，家庭暖房のばい

煙に悩まされる札幌市の郊外団地において，日

本でははじめて実現されようとしている。いま

までも一部に行なわれていたところがあったけ

れども，小規模なものであったので，今回の札

予防時報－17



幌市のものがおそらく名’夫ともに最初のものと

なろう。

束京においても，われわれは1961年ごろから

新宿の副都心に実現しようと企図したが，種々

の事情で実現できなかった。展近，丸の内周辺

で実現させようという動きが， 三菱関係の会社

にあり，都でもこの実現には全而的に協力しよ

うとする動きもある。筆者の提案はこのような

一部地区の集中暖房ではなし少なくとも23区

全域を含む地域の集中暖房を提案するのである。

ー不要になる煙突群

まず， 23区を10～15の区域に分け，そのおの

おのの地域にl暖房センターを置き，そこからピ

ルや家庭に温水か蒸気を送ることにより，約

7 000本の煙突をやめて 10～15本の煙突に集約

するのである。さらにこのセンターにはゴミ焼

却の責任を負わせ，都内で収集されたゴミは全

部このセンターで処理させる。また，このセン

ターの作業は，大部分地下工場において処理さ

れ，その地上は公固または運動場として，その

地域の住民のリクリエーションの場とされると

いうものである。

この利点をまずあげよう。

第 1に， 7 000本の煙突ーーやがては 1万本

にもなるであろう暖房用の煙突が， 10～15本に

集約されることによって，ばい煙が極端に少な

くなることである。すなわち，小型のボイラー

では経済上 ・技術上困難な除得装置も，大型化

されればより効果的に除芹可能になり，採算も

とれるようになり，また結果として直接地上に

影響の大きかった低い煙突がなくなり，高い煙

突で排出することが可能になって，拡散が行な

われやすくなることである。おそらく都心部で

は，冬季の汚染の40%前後は解消できるのでは

ないだろうか。

やゴミを燃やして暖をとる

第2fこ，ゴミ焼却に伴う利点である。もう，

“夢の鳥”の時代ではなくなった。都において

も全量焼却の日が間近い。そのためには年間の

処理費だけとっても 150～200億円ぐらい必要

であろう。それが単に煙となって都民の空を汚

18一予防時報

す要素となるのをやめて，都民にl暖房として還

元されてくる。処王国的だけでも区部800万人と

して 1人あたり年間 1900～2 500円還元され，

施設自’が全額それに投ぜられるとすれば，ばく

大な金額が還元されることになる。また，周辺

部へ立地せざるをえない現在の清掃工場は，運

搬路線が極度に長くな っているが，この計画で

は収集地と焼却地を直結するために，極端に経

却を節減でき，能率も向｜二する。さらに，焼却

だけが目的ではないので，多量のili：油等の補助

燃料を使用することができ、完全燃焼されるた

め，従来の清掃工場のイメージが？！？え，付近住

民もセンター設置の反対はしないであろうし，

また巡搬手段も完全‘にコンテナー化されて，市

街地の真中でも支障がなくなるであろう。

争経費も節約できる

第3に， ピルにとってはボイラ一室の商積 ・

煙突の占めるスペースが完全に使用できるよう

になり，人件却も節約できる利益がある。実際，

に，この目的のためにガス｜暖房に切り換えたピ

ルもあり，従来の方式と比較して，このほうが

採算上有利であることが，各企業で試算された

結果判明している。したがって，この方式はピ

ルの密集地においてはいちばん実現しやすい。

第4には，各家庭ではI暖房摺具が不要になり，

火災の危険や室内の術生上大きな利益があるば

かりでなく，ひじように便利になることである。

都市ガスのなかったH奇代のカマドの存在に比較

すれば，それほど革命的とはいえないにしても，

氷の冷蔵庫が電気冷蔵庫に変わったくらいの相

奥はあろう。

や実現の見通しは・・，．．

このような構想にさまざまな疑問を投ずる人

のためにその疑問のいくつかを考えてみよう。

第 1にこのようなセンターの敷地難をあげる

人がいる。しかし，固有地，都有地は，いかに

密集した区部といえども広大なものがある。た

とえそれらが適地でないとしても，工場の買収

跡地を考えればよいのであって，現実に工場跡

地の買収事業はどんどん進捗しており， じゅう

ぶんに可能である。また， fi'i・t1官工場のための用



地買収経却をこれに兄込めば，結果として経費

は安くなるだろう。

第 2に配（i'i＇の困難をとりあげるであろう 。し

かし，上水道やカ’スの配管がすでに行なわれて

いることをあげれば別に説明する必要はない。

蒸気にしろ，潟水にしろ，都内の近距離ではそ

の温度はそれほどドロップしないことがすでに

明らかになっている。

第3にゴミ焼却についての疑問が多いであろ

う。まずその忠良であるが，運搬に伴うものは

コンテナーにし，地下工場に送り込むことで解

消するであろうし，焼却にともなうものは技術

的にじゅうぶんに解決しうる。しかも補助燃料

を大量に使用できるところから，より容易であ

り， しかも高煙突による拡散も可能となってい

る。ゴミの水分についてどうしても解決しえな

ければ（計算上は可能であるが〉，分別収集をす

ればよいであろう。

第4に冷却水すなわち暖房用の水となるもの

の不足が--15えられる。しかし，現在でも，使用

されている用水1－－；：ーを考えると，それほどの量と

はならないであろう。届ー思のばあいには，下水

処理場の処理水（術生的に心配はない〉を還元

利用すれば一挙両得である。

第5にいちばん心配されるのはコストの問題

である。しかし，ピルなどにおいては，重油を

使用してじゅうぶんに採算がとれる試算ができ

ている。家庭の問題だけである。しかし，ゴミ

焼却d’が全額投入されることによって，現在の

暖房針程度にはおさえうるであろう。

第6には現在の家以構造では適当でないとす

る疑問である。しかし，それならば，現在の暖

房器具による暖8でも適当ではないではないか

と逆に疑問を呈すればすむであろう。

以上のように，利点や疑問点を考えた結果は，

いささか我田引水ではあるが，この方式はキlj点

の大きさに比べて難，•，＼ iJ＼少ないように忠われる。
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公古1採決に対する 1つの千法としての地域集

中暖房方式は，それのみにとどまらず，清掃事

業の合理化を生み，工場移転を促進せざるをえ

ないのみならず，一般の生活レベルの向上も内

容とするものであった。この実現は しかし，多

額の先行投資とこれを＇）~行する決断を必要とす

る。公害解決のための手法は一様にこれと同じ

要素を含むものである。工業団地の造成と工場

の誘導，緩街地帯の設置，下水道の整備，公害

工場の移転，とくに住居地域内工場の排除等に

は，さまざまな困難がともなう。そして，その

成否は，事業を裏づけしうる技術の開発と，企

業者を含めた都民の公・：！；.に対する認識，政府の

東京都に対する財政上の配慮と援助，東京都の

決断が左右する。

しかし，それらの基本となるものは， 1:¥S市公

害というものは，大都けiにおいて集中や集積に

よって多大の利椛を：：；：受しているものが，他の

地域におけるよりも，自己の施設についてはる

かにきびしい公；「f防止の責任があることの自党

と，その実行とを要求するものである。また，

公共施設の整備や土地利用計画にも，積極的に

参加し，その1'i:JI]も負担しなければならないこ

とを要求するものである。 （筆者束京都公害部〉

~ 予防時毅 のお申 し込みについて ； 
吉 本誌、は，わが国の煩害保険業界が推進してい

る災害予防事業の一環として，18年ほど前から

発行されております。

本誌をご覧になっておわかりのように，火災

をはじめ交通事故 ・海難 ・地震災害 ・気象災害

・産業災害 ・公害など，広範囲の災害と事故の

予防を口f内とした “防災総合誌”です。

本誌にご関心をお持ちの方がございましたら

無料でご贈呈いたしますので，送料 ・l年分の

180円（郵券可〉をそえて，ぜひ下記にお申し

込みくださるよう，お伝えください。

東京都千代田区神田淡路町 2の9

日本損害保険協会 予防広報部

予防諜 予防勝報 係
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公害を考える （その 4）三三－ －三一 三二 －－ιー司圃且－守・・ーー冒

口口口
口口口…

千葉県は戦後，従来の農漁業県から首都に隣

接するというめぐまれた立地条件を生かして近

代工業県への転換を決意し，目下その脱皮の過

程にある。 1970年における県勢の大要は第 1衰

のように見込まれている。

その原動力は， 1950年に決定した千葉市南方

埋め立て地への川崎製鉄の誘致に端を発した京

葉臨海工業地帯であるが，この工業地帯は浦安

町から千葉市を経て富津町にいたる東京湾ぞい

の6市4町にわたる地域で，この海岸線の延長

は約 80kmにおよび， 1965年において人口 103

万人，世帯数262千戸，面積 733.09km2で，人

口・世帯数は県全体の約40%，面積は14.6%を

占めている。この地域を葛南 ・千葉 ・君津の 3

第1表主要経済指標

第2表京葉臨海工業地帯地区別造成計画

地区名｜ 市町村名 ｜造成叫 配置計画

葛南｜浦安町，市附Jヘクタール｜港湾，軽工業，住宅，
船橋市，習志野市1 3 355 I緑地等用地

千葉｜千葉市，市原市 ｜
4 958 ｜業重〔化鉄石学鋼工業電用力地

油 ，化学工
ト，〉 コンビナー

君 津 ｜｜！袖市町ケ浦町， 木更富津津
4 958 

ヰ事装~f~~着工業用地，君津町，
属 製学コ工おン業よビ，びナ非石ー油鉄ト，化金

13 271 

地区にわけ， 1985年を目標年次として総計約

13 200ヘクタール（約4000万坪〉の用地を造

成しようとしているが，現在までにすでにその

約42%（うち市原地区約 2140ヘクタールは

100%）に相当する約5520ヘクタール （約1680 

万坪〉は造成完了ないし着工しており，進出企

業も 448社を数えている。

地区別の利用計＠1は第2表のとお

りである。

このほか，内陸地帯にも同様1985

年を目標年次と して 4950ヘクター

ル（1500万坪〉の内陸工業用地を

造成する計＠1で，現在， 23%の進捗

率と 495工場の進1±1をみている。

%
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口口口 ・公害の発生状況口口口

以上のように，本格的な近代工業の本県進出

は1950年の川鉄進出に始まるので，本県におけ

る公害の歴史はまだ比較的新しい。しかし，工

場の進出が軌道にのるにつれて，公害の苦情申

マ~1…ん 1：：：：：：ょ ［：~~な；；

し立ても急速に増加し，数年前の年 第4表千葉市，市原市の降下（;I'.いじん・亜硫酸ガス量（Pb02法〉 の推移

間60件程度から最近は 200件を越え ト降ン下／ばkいmじん ii 過酸化鉛mg法／に1よcるm亜2／硫日酸：ガス盛
( 2／月〕〔 00 〕

ょうとしている。

穏類別では，やはり騒音 ・臭気等

の情緒的被害についての訴えが約半

数を占めているが，これは小地域 ・

小規模の単純な苦情が主である。ば

い煙は横ばいの傾向にあるが，これ

は企業側の防じん対策の成果と石炭

から重油への燃料転換によるものと

市 ｜吋参 ｜考 1千葉市 ｜市原市l参 ｜考
川崎尼崎 川崎尼崎

1960年 8.25 

1961 11. 91 

1962 12.31 

1963 12.34 

1964 11. 87 

1965 12.36 

（注〕測定点

思われる。 これに対し， 一時漁業補償等によっ

て下火になったかに思われた工場排水が急増し

てきたこと， 苦情申 し立ての件数はわずかであ

るが，現実に広域的な被害を年に何回かひきお

こしている亜硫酸ガスによる大気汚染の状況を

みると， 本県においても本格的な産業公害が徐

々にではあるが進行していることを認めざるを

えない。このほか，新たな問題として，地下水

の過剰揚水による地盤沈下（主として浦安 ・市

川・船橋〉や井戸水の枯渇という問題が出はじ

めている。

以上が本県における公害全般の様相であるが，

もっとも広域的なそして本県にとって目下のと

ころ最大の関心をもたれている大気汚染に しぼ

って以下述べることにする。

口口口口口口…………H・H・...・a・－…・...............・H・...回大気汚染の状況

現在，県および各市が共同して実施している

対象は降下ばいじんと イオウ酸化物であるが，

その測定点の配置および汚染状況は，それぞれ

第3表および第4表に示すとおりである。

汚染状況は，千葉および市原両市内の代表地

点における年平均を示したが， 東京都内 ・京浜

19.1 17. 6 3.03 1. 06 

22.1 17. 9 0.17 3.33 1. 53 

9.49 18.4 19.1 0.23 0.14 3.20 2.33 

9. 59 23.1 12. 2 : 0.43 0.35 3.43 2.33 

10.49 16.3 0.53 0. 75 3.57 1. 82 

10.68 0.85 1. 05 

千葉市：千葉銀行本店。 市原市・市原市役所。川崎，
尼崎は全市平均値

地区 ・阪神地区と比較して，その汚染度はまだ

かなり低い。年次的推移では，降下ばいじんは

ほとんど変化なく横ばいであるが，過酸化鉛法

による亜硫酸ヵ・ス量は年を追って増高しており，

とくに最近のふえかたがいちじるしい。年間推

移では季節による変動が著明で，場所によって

はかなり高い濃度を示すことがある。すなわち

第 1図のように，千葉市は南の風が主風向を占

める夏期に高い値を示すのに対し，市原市では

これと対照的に夏季に低〈 ，北よ りの風が主風

向となる冬期に高い値を示す。 これに対し市川

・船橋両市は一般に夏季が高いが，まだ千葉 ・

市原両市よりはかなり低い数値である。

つぎに， 'li;t気伝導度方式の自動記録計ーによる

亜硫酸ガスなどのイオウ酸化物の 1時間値の傾

向をみると，第5表に示すように，北よりの風

が卓越する冬期において市原市では東京都や堺

市と同 レベルの数値が現われている。

これら測定値にあたかも対応するように，市

原市においては， 1966年あたりから植物被害が

出はじめた。すなわち， 66年 ・67年とも， 4月

から 6月にかけて植物の新芽のl時期に，市原市

の養老川｜流域ぞいに梨の花やつぼみの枯死 ・落

下，植木などの新築の変色・落葉が数回にわた
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2.0「千葉市油田I(干東銀行）
!964J平 1965＇＜ト

と反応して銅イオンが遊離〉という種

々の条件が複合あるいは相来されて生

じたものと推定されるのである。

。111234 5 6 7 8 9101112 l 2 3 4 5 6 7 8 91011121234 5 6 7 
植物には，臨類によって亜硫酸ガス

に女オして強iいものと弱いものがあると

いわれており，敏感な植物は，イン ジ

ケーターとして利用されるばあいもあ

るくらいであるから，測定器よりは鋭

敏な植物あるいは成育段階にそのよう

なH寺期があるようである。事実，この

当時におけるもよりの自動記録計の数

値はそんなに高いものではなかった。

2. 01 r/ilf,( r/i_fl}ド（rli阪市役所） I 

1964＇ド ー 介＇－.. 1965iJ'. 1966年

I.Ojへ しイ ー欠

O' J I 
月 A 内. - ＂ ゐ 【 A • 内 ー· ~ －ー ム ム ー ム今 一一 二 一一 ム ム

(S02畑，g/lOOcm2／日〕

第1図千葉，市原地区におけるS02(Pb02法〉の推移

第5表大気汚染自動記録計によるso，量の各県との比較
（月間平均値 ppm) 住民の健康への影響については，県

と市とで市原市民に対し健康診断をは

じめているが，現段階としては，たと

えば四日市ぜんそくとか横浜ぜんそく

というような顕在化した疾忠はみつか

っていない。しかし，昨年からはじめ

た3歳児の検診や1966年6月行なった

学童検診の結果によれば，工場に近い

地区の 3歳児や小学校の低学年児童に

は非汚染地区の児童に比して，気管支

炎の徴候が比較的多いとか，肺機能が

いくぶん低い（小学生のみ〉とかいわれ

ている。これはまだー断面にすぎない

ので，今後さらに迫求してみなければ

もちろんなんともいえないわけである

が，大気汚染の影響はまず幼弱者に現

われやすいということを考えると，注

目すべきことがらであると，調査を担

＼ 測定 l千葉県庁 （ ｜市原市役所l ｜大阪府堺市

年 ＼ 点I1965年12月 ｜市川市役所I1965年6月 ｜｜ 東京都庁 I1955年4月
月 ＼＼｜ 測定中止 ｜ ｜ 測定開始 ｜｜ から ' 

1蜘 1I 0. 010 I 0.問 I - II 0.074 I 
2 

3 

: I 
6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

1966. 1 

2 

3 

o. 019 I故障

0.032 

0.004 

故防

0.035 

0.021 

0. 025 

0.023 

0. 019 

0. 016 

0.057 

0.010 

NGS 

)) 

)) 

ノノ

0.001 

0. 001 

0.015 

0.038 

0.045 

0.055 

0.037 

0.028 

0.074 

:: ::: II 0・ : 

0側 l
って起こり，ことに66年の梨被害は30ヘクター

ルにおよび，損害額数千万円と推定されている。

この原因についてはいまなお調査中であるが，

いままでにわかったところでは，亜硫酸ヵ・スに

よる障害と推定されている。おそらく養老川を

はさむ特殊な地形と北ないし北東風，小雨模様

の高湿度，気流の停滞という気象条件によって，

一定濃度の亜硫酸ガスがかなり長時間停滞した

ことと，たまたま植物にとっては新芽という敏

感な成育段階にあったこと，さらには石灰ボル

ド液の散布（ボルド液中の硫酸銅が亜硫酸ガス

22一予防時報
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0. 040 

0.060 

0.060 

0. 040 

0.030 

0.040 

0.050 

0.060 

0.055 

0.070 

当した千葉大小児科の久保教授は警告している。

ちなみに1965年9月現在の浦安Ill［から市原市

にいたる臨海工業地帯での月間燃料使用抗は，

石炭約236500トン，重油約197100 kl，ガス約

553 300 km3であり， このうち 95% 以上が千

葉市市原地区の進出企業で消費されている。現

在の段階では横浜 ・）11崎地区の重要工場の排出

量（1964年 12月現在，重油約316OOOkl等〉に

はまだ達していないが，五井火力発711所の増設

や姉ケ崎火力発電所の新設（1973年には千葉市

Tlf原地区での火力発屯は 500万kWを越える〉，



富士 ・極東 ・出光の各石油精製施設の新増設を

考えると，発生源対策をはじめ，あらゆる手段

を講じて公害の未然防止にあたることが急務と

考えられる。

日日ロ …………… …大気汚染の防止対策
口口口

大気汚染の防止対策は，例を亜硫酸ガスにと

ると原則として4段階に区分できる。

(1）産出段階での原因除去一→原油ないし重

油の脱硫

(2) 放出段階での制御ー→排煙からの脱硫

(3) 伝播 ・拡散段階での制御ー→高煙突 ・高

速排煙

(4) 立地対策ー→工場立地計1i!11・緩街地帯そ

の他

このう ち根源対策として， （1）が光全にできれ

ばもっともよいのであるが，現段階としてはこ

れに 100%期待をかけることは技術的 ・企業的

にむり のよう である。しかし，最近tU光興産が

イオウ分の多い中近東原油の精製にあたって重

油脱硫を計画し， 1967年夏ごろまでに市原市姉

ケ崎の製油所に装置を完成させるとの朗報が伝

えられている。これは，アメリカのU0 P宇土の

開発したアイソマックス法を導入し，市泊中の

イオウ分に水素を化合させて除去しようという

もので，もと より世界最初の試みであり，さし

あたっては処理能力 4万ノ〈ーレルにすぎない

（同製油所の能力は10万ノ〈ーレル〉が，その勇

断はUtまされてよいであろう。この装置が成功

し，他へも普及すれば，灯軽油の脱硫と合わせ

て原油中のイオウ分の73%が除かれることにな

り， 4万パーレルについて 200トンのイオウが

日本の空から消えることになる。

(2）の放出制御は，現行法規で規制している唯

一のものであるが，個々の煙突が排出基準を守

っていても，数がmまると排出されるイオウ分
の絶対量が増すので，問題を起こすことは周知

のと ころである。したがって排出基準は地域の

条件を考慮、のうえ，技術的に可能なかぎりきび

しく規制することが望ましい。その技術の開発

については，電力会社が中心となって研究が進

められている。市原地区では前述のとおり近い

将来3つの火力発電所と 4つの石油コンビナー

トがならぶことになるので，個々の排出基準で

なく環境としての規制がぜひとも必要である。

(3）の拡散については，現行法規にはなんの定

めもなしも っぱら行政指導と企業側の良識と

意欲にゆだねられている。市原地区においては

新設の煙突は lOOm以上とする設計を県から要

望しており，既設のものについてもなるべく早

い時期に可能なかぎりのかさ上げを行なうよう

要請している。目 下，市原市南端の姉ケ崎に建

設中の火力発電所は， 200mの集合煙突になる

計画で，おそらくわが国で最高の煙突となるの

ではなかろうか。

(4）の立地対策は，前記3者がも っぱら発生源

側に屈する対策であるのに対し，これは国や地

方公共団体として考えるべき問題である。大気

汚染のばあいは，地形や気象条件による影特が

きわめて大であるが，工場立地に際し従来わが

国では，公害防止の観点からこれらの条件の吟

味に欠けていたことは否定できない。また， 工

場の過度の集中もこれに拍車をかける結果とな

りうる。京葉臨海工業地帯の造成については，

葛南 ・千葉 ・君津の 3地区における工場の配置

計画立案にあたって大局的にはある程度の考慮

を払われたとはいうものの，細部についての検

討がじ ゅうぶんでなかったように忠われる。こ

とにいちばん早〈造成を終わった市原地区にお

いては，このような論議が今日ほどかしまし く

なされる前の計画lでもあり，いまにして思えば，

あのときこのように配置したらと忠われる点が

ないでもない。そこで，おそまきながら製油所

の配置には，少なくとも 2km以上の間隔をあ

けることとし，近く進出する製油所を南方へ移

動させたという例もある。

養老川の下流に川｜を挟んで長さ約5km, !Vfil 

平均5～600m，面積4325ヘクタールの緩街地

帯を，工場地域と市街地区との聞に設けること

にしたのも立地計画を補完するものであって，

この地域が地形や風向 ・気流によっても っとも
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汚染がはなはだしい地域であるため，特別工業

地区に指定して，住宅 ・学校・病院など人間の

長時間生活の場になるような建物の建築を規制

した。このまま放置すれば必ずやここには住宅

・寮その他の建物がたちならび，既設の工場地

帯によくみられるような状態を再現し，公害の

要因となることが明らかであるからである。し

かし，この幅はも っとも広い個所で約800mで

あるので，必ずしもじゅうぶんとはいえない。

そこでこれを補完する意味もあって，幅40～80

mの緑地帯で、包み，植物による汚染空気のろ過

を図ることにした。植物には粉じん ・ガスを捕

集する特性があるといわれている。すなわち，

亜硫酸ガスは植物に捕集されて硫酸塩として組

織内に集積される。したがって亜硫酸ガスに強

い種類を適切に組み合わせることによって，機

械的なろ過作用ばかりでなく化学的ろ過作用も

働くということである。

口口口口口口H ・M・・・H・H・－－…・・・・・....・M・－川田山田H・M・......・...........公害防止協定

さて，以上のように，今日の段階では大気汚

染を完全に防止する決め手は残念ながら見あた

らない。かといって，公害をひきおこすおそれ

があるからという理由だけで工場をしめ出すと

いうことも現実問題としては不可能である。公

害を防止する技術の開発をおおいに推進して，

人聞が生きるための生産活動が生命をおびやか

すようなことにならないように， 1日も早くそ

の解決策を見出さねばならないが，その日のく

るまでは，今日の段階でできうるあらゆる手段

を駆使して，被害を最少にとどめる努力をそれ

！ぞ、れの立ち場においてしなければなるまい。最

近，大きな工場地帯をもついくつかの府県にお

いて，進出企業との聞に公害防止協定を結ぶと

いう例が出はじめているが，千葉県においても

千葉 ・市原地区に新たに進出してくる企業との

問にだいたいつぎの内容をもっ協定を結ぶこと

にしている。企業は進出に先立ち，

(1) 公害防止計画を確立してあらかじめ計画

書を提出する

24一予防時報

(2) 公害防止 ・災害防止施設は操業に先立ち，

生産関係設備と同時に完成する

(3) 生産施設の増強や公害防止施設の変更に

さいしてはあらかじめ県へ協議する

(4) 県から報告 ・調査を求められたばあいは，

これに応ずる

(5) 緊急時のばあいを含み，公害のおそれが

生じたばあいの企業側のとるべき措置

(6) 工場周辺の環境整備と公共側への協力

このうち（5）の緊急時の措置については，“千

葉県大気汚染緊急対策要綱”が別途に定められ

ており，また，公害のおそれが生じたばあいと

はどういうばあいかとか，そのさいとるべき措

置についてはそれぞれ細部についてのとりきめ

を行なうことにしている。ただこのさいに，公

害の発生源となる施設の操業の全部または一部

の一時停止ということが，企業側にとって問題

となると思われるが，これは人の健康が現実に

いちじるしくそこなわれるときであって，燃焼

の自粛や燃料の切り替え等によっても，事態の

改善がはかられないばあいであるので，めった

に起こることではない。またそれらの操業の停

止が生産の停止につながり，それによって逆に

他の大事態をひきおこすようなことはとうぜん

避けるべきであり，これらは事態によって細部

のとりきめをしようというわけである。

なお，以上は新たに進出するばあいのもので

あるが，既存の工場についてもこれに準じて逐

次締結していきたいと考えている。

0 0 0 

以上，千葉県の大気汚染の現況およびその対

策について概要を述べたが，前述のとおり本県

の工業地帯は今日なお造成の途上にあり，他の

完成された工業地帯に比べて手がうちやすいと

いうこと，また，進出企業も比較的協力的であ

るということはしあわせである。公害は起こっ

てからではその後始末がたいへんである。 1966

年10月に改正した公害防止条例も予防に重点を

おいたのが特色であるが， “公害はおそれずあ

などらず”これが本県の公害行政のモットーで

ある。 〈録者目千葉県衛生部長〉



井上 勇

、空気あわ

日本語のあわという言葉は，いろいろなあわをさしている。ぷくぷ

くと水槽のなかから浮きあがってくるあぶく (bubble〕 もあれ

ば，そのあぶくが水面に出てただよう，うたかたのあわ（froth）も

ある。けれど，消火に用いられるあわはこのような1個1個の気泡

でなく，それが集合してできた泡まつ体（foam〕をきしている。

むずかしくいえば液体の連続相のなかに気体が独立相となって分散

しているものである。 エアフォーム（空気あわ）と呼ばれるのは，

このように独立した空気粒の分散しているあわを使っているからで

ある。こういう泡まつ体がなぜ消火に用いられるのか，そのために

はどんな性質が必要で，どんなくふうがされているか，などという

ことを紹介してみたい。

000 
0 
000 

0
0
0
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0

 

0
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・刀‘っ使火巾月ぜ「申
＃’， をわあ

あわを用いて火事を消そうと，はじめて試み

たのは，ロ シア人ラウレン ト（Laurent）で，

かれの考案は，炭酸水素ナトリウム（重ソウ〉

の溶液と硫酸アルミニウムを混合して炭酸ガス

を生ずる化学反応によって得られる化学発泡体

を火災に用いたものであった。 1904年のことで

あったが，それから現在にいたるまで，化学あ

わはラウレントの考案とほとんど変わっていな

い。 しかし空気あわも考案され長年消火にあわ

を使ってみるとi しだいにその特徴がわかり，

あわによる消火法のよさが知られてきた。

火災を消すには多くのばあい水が用いられ，

多量の水はたいがいの火災を鎮圧できる。けれ

ど注水消火にもいくつかの欠点が見いだされる。

その第1は水よりも比重の軽い液体可燃物の火

災のばあいである。たとえ，消火のために注水

したとしても，水は燃料層の したに沈んでしま

って，火面をおおうことができず，逆に火のつ

いた可燃物が水の表面に浮かんで流動したり，

燃料層下の水がはげしく蒸発して燃料をふき飛

ばしたりして，火災拡大の原因となることすら

あるのである。このような液体燃料の火災にあ

わを用いると，あわが燃料表面に浮かんで空気

と燃料の接触を妨げるから， 全面をあわでおお

ってしまえば，窒息消火をさせることができる。

これは，あわが水にまざるもっとも重要な特性

である。

水の欠点の第2は目的物に長く付着していら

れないことである。火災部に注水しでもすぐに

地面に流れ落ち，さらに地上を流れて，火災と

は関係のないところにまで流れさって しまう。
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bubble froth foam 

第1図あわの 種類

つまり被覆性と滞留性が思いのである。このた

め有効利用度が低〈，多量の水を用いないと消

火の目的を達することができない。それに対し

てあわは液体と気体の混合物であるから，その

容積は液相の容積の数倍にもなり，少量の液体

で大容積を占め，｜三！的物をおおって窒息消火を

させることができる。そのうえ，あわの比重は

軽く，また粘着性もあるので，火災部をおおい

涜れさらない。被覆性と討II留性にすぐれている

のである。

ざいきん自動車， 航空機の発達と石油化学工

業の進展に伴って石油およびその製品の利用は

いちじるしく増加し，液体の可燃性物質の貯蔵

．運搬あるいは使用にあたって火災の危険度も

多くなっているので，うえに述べたようなあわ

の特徴を生かした消火活動が，はなはだ重要な

意義をおびてきたのである。

000 000 
0 界面活性剤のあわ 0 
000 000 

わたくしたちがあわといえば，まず思いだす

の同洗濯である。石けんをはじめ，多くの界面

活性剤はきれいなあわをつくりだす。このあわ

の構造をみると，独立相をなしている気体を界

面活性剤溶液のうすい膜が包んで，この膜が連

続相をつくっていることがわかる。いわば，小

さなシャボン玉がお互いにくっつきあって泡ま

つ｛本（foam) をイ乍っているといえる。

そこで，さらにこの気体を包んでいる膜

の構造をこまかくみてみると，だいたい

図のようなモデルがえがける。つまり，

うすい液体層の表面に界面活性剤の分子

がより集まって，お互いに作用しあって

界面の皮膜をつく ってあわを構成してい

26一予防時毅

ることがわかる。この液層の両面の膜の中間に

は溶液のうすい層があって，この液が互いに反

対方向に向きあった皮膜分子のならびを支える

役目をしている。それで，この中間液が流れ落

ちて，両面の膜が接近してくると）換が弱くなっ

て破れてしまうし，皮膜をつくっている分子の

ならびを乱すような力が働けばやはり容易にあ

わは破壊されてしまうのである。

． ドレネイ ジはあわの安定性のめやす

さて，こういう構造のあわを作って消火に使

おうとすると，いくつかの支障が出てくる。ど

こがよ くないかというと，第 1にあわがじきに

消えてしまうのである。それはうえの構造でも

わかるように，液屑の中間にある水溶液は容易

に流動するので，両面の膜の聞を通ってどんど

ん流れおちてしまい，ひじようにうすい膜を持

ったあわとなって，ついに消えてしまうことに

なる。このようにあわをつ くっている液相が流

れ落ちて分離するのをドレネイジ（drainage)

とよんで，放置時間と分離する液量の関係によ

って安定性のめやすとするが，洗剤系のあわは

ドレネイジが平く安定性がよくないのである。

第2には熱に弱い欠点がある。やはり構造か

らわかるように，このあわを支えているのは界

而にならんだ分子の配列である。熱エネルギー

をうけて，分子運動がさかんになれば配列は乱

されて膜は簡単にこわれてしまうのである。火

災部にこのあわがいくと消滅する率がはなはだ

大きくなるのである。

第3に石油類などと援すると)j臭の破壊が起こ

ることがある。それは，ほとんどの界面活性斉If

分子は水によく親しむ構造の部分と，水に親し

みにくく油となれやすい構造の部分からできて

いる。そのために， 71<と油を混じりあわせる能

第2図界面活性膏I］のあわの構造
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すぐれているが，そんなあわをつくりあげるに

は，それ相当の苦労があったのである。

現在使用のあわ消火装置の構造は，だいたい

図のようなもので，まず消火あわの原液と水が

適呈に混合され，ついで発泡躍に送られて空気

を吸い込み，あわをつくるようになっている。

この装置によ って良質なあわをつくるばあいに，

原液の粘度があまり高いと適量の混合に支障を

きたし，またすみやかに溶解しにくくなる。溶

液の濃度にバラツキができると，形成されるあ

わの特性もバラックことになる。したがって，

比較的粘度の小さい，溶解速度の大きい原液が

ほしい。また，消火のさいに用いる水は必ずし

もきれいな水とはかぎらない。臨海地区の工場

や港湾施設では，海水を消火用水に用いるほう

が多い。こんなときにあわだちが思くなったの

では役にたたない。

こういう実用上の要求と71'1火あわとしての性

能とを合わせて持つものを求めてゆくと，たん

白質系のあわのなかでも分子の大きさの適正な

ものということになってくる。卵の白味のよう

な巨大分子のあわは，安定性や耐火性は良好で

も，まざりにくく，溶解速度が遅しあわだて

るのに苦しむ。ビールのあわのように分子が小

型になってくると，混合 ・溶解 ・発泡などは容

易になるが，安定性や耐火性が失われてくる。

たん白質を中程度に加水分解して得られる水溶

あわ消 火装置第3図

ができる。

こうして，あわがこわれにくくなると，

のこわれる速さより以上に多量のあわを供給す

れば，火災面にはだんだんあわがたま ってくる

勘定になる。だから，あわの供給量を大きくす

れば，このていどの改良を加えた界面活性剤系

のあわでも消火の目的を達することが可能とな

る。ガソリンスタンドや駐車場のように可燃性

液体の量がそれほど多くないところでは，

種のものが実際に役立つこともあろう。しかし

多量のあわが流れだすと，水のばあいと同じよ

うに燃えている油を浮きださせる恐れがある。

大規模なタンク火災や飛行場の火災などでは，

火勢の激しさであわはますますはやく破壊され，

とうていこの種のあわでは対抗できないのであ

あわ

この

カができるのだが，その力が逆

に働いて，せっかく水の表面に

集まって）換をつく っている分子

が，油とも引きあって集まりを

解いてしまうのである。

こんなわけで，界面活性剤溶

液を用いると容易に多量のあわ

が作れるが，火災には適せず，

肝心の油火災にはあわの特徴を

発揮して くれないのである。こ

の欠点をふせぐくふうはすでに

試みられている。たとえば，界

面活性剤としてできるだけ安定

性のよい耐油性の強いものを選

び，溶液中に CMCのようなのり剤を加えて粘

性液体として，皮膜問溶液が流れにくくすれば，

ドレネイ ジを改善して膜の破れを遅くすること

000 
0 
000 

る。

0

0

 

0

0

 

0
0
0
 

たん白質系のあわ

消火用の空気あわとして現在広く用いられて

いるのは， －たん白質を加水分解して得られた原

液の 3～6%水溶液に， 6～10倍ぐらいの空

気を分散させたものである。このあわは界面活

性剤系のあわにくらべてずっと安定で耐火性も

予防時報－27
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たん白質加水分解物のあわの構造第5図
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そのために，できた膜はこわれにくしまた膜

のあいだの液の流動も妨げられているのである。

．鉄イオンを利用してー…・

けれど，ろ過液のあわであっても，消火に使

ったばあいには満足なものといえない。もっと

安定性と耐火性がほしい。このためにもうひと

くふうしてあるのである。だいたい，たん白質

やその加水分解物の溶液は，塩類のイオンによ

って沈でんをおこす。 しかし，その沈でんをお

こす条件はいろいろと違っていて， 一般に，イ

オンの濃度が高いほど，またイオンの屯荷が大

きいほど，小さな分子まで沈でんさせるのであ

る。ろ過液のなかに溶けている分子は， 1価の

イオンではほとんど影響をうけず，2価のイオ

ンでも濃度が高くなければ沈でんをおこさない。

しかし， 3価のイオンが存在すると，少量であ

っても分子は凝集し容易に固体となって沈でん

をおこしてしまう。つまり，大きなたん白質分

子が，その程度の中型分子にまで加水分解され

ているのである。この液特性を，たくみに利用

すると，あわの性質を飛距的に向上させること

ができるのである。

どうするかというと，ろ過液に少ill；の2価の

鉄イオンを加えるのである。2価の鉄イオンを

入れても，そのままではべつになんの変化もが

こらない。しかし，いざあわをつくる段になっ

て，空気とはげしく混合すると，液はうすい被

膜となって，空気と広い面積で接触するように

なる。こうなると， l良部で空気中の酸素が鉄イ

オンを酸化して， 3価の鉄イオンをつくること

になる。この3伽の鉄イオンは，表面でからみ

あっている分子と作用し，分子を結びあわせて

固体化する作用を起こす。つまり，表面に沈で

加水分解はこうしておこなわれる

性の成分がもっとも適当なのである。

．原液製造の苦心

加水分解をするというのは，巨大なたん白質

分子を適当に切断して，そのはしに水素あるい

は水酸基を結合させて，小型の安定な分子を作

ってゆく操作であるが，分解が進めば，たん白

質の構成要素のアミノ酸までこわれてしまう。

こんなに小さく こわさず， ちょうど適当な分解

，生成物を多量に作りだすと ころに原液製造の苦

心がある。

たん白質の原料にはなにを使っても，分解を

うまくやればかまわない。安価に得られて，分

解操作のやりやすいものがよい。獣血はグロプ

リンを主とするたん白質であり，つのやひづめ

はケラチンたん白質が主成分で良好な原料であ

る。大豆 ・さなぎ ・魚粉なども安価なたん白質

原料であるが，わが国では入手が安定していて，

比較的分解操作なども容易な角蹄粉を原料とし

たケラテン系たん白質が利用されている。

さて，できあがった液（工場ではろ過液とよ

んでいる。加水分解のあとに残った不溶性のも

のをこしわけた液〉でシャボン玉を作ってみよ

うとしても，界面活性剤溶液のようにはできな

い。しかし，空気とはげしく混合してやるとあ

わができて，界面活性剤のあわにくらべてずっ

とドレネイジが小さいものになる。あわの構造

がすこし違うのである。界面活性剤の分子は液

体の表面にならんで集まって膜をつくったので

あるが，このあわは，空気とかきまぜられている

うちに，分子の一部に変成とよばれる変化がお

こり，お互いがからみあって膜をつくるらしい。

28－予防時報
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第6図鉄イオンの役割

んして固体化した膜がつくられることになり，

液体膜より強じんで，分子の勤きにくい皮膜が

形成される。この表面の固体膜分子は，中間の

溶液分子の移動も妨げるので，液体流下もいち ‘

じるしく遅くなり， ドレネイ ジの小さな安定し

たあわとなるのである。

鉄イオンを加えることで，空気中の酸素は変

成作用以上に強くあわ膜形成に参加することに

なるのである。だからこの種のあわ液を用いて

窒素ガスや炭酸ガスであわをつくると，この作

用がないために弱いあわにしかならないのであ

る。このように空気が反応に参加するので，は

げしいまじりあいによってはじめて安定なあわ

をつくれるので，発泡器のいかんによってあわ

の性能がいちじるしく違ってくるのである。

うえに述べた変成というのは，試薬かくはん

や熱などによってたん白質の組織や構造が変化

して性質の変わる現象で，たとえば卵白が熱を

受けるとかたまるのも，熱変成の一極である。

あわ膜のなかでもこれに似た熱変成が起こるの

で，すでに酸化や鉄塩によってできている固体

膜が熱をうけるじさらに熱変成によ って硬化

する。これが強い耐火性を示す理由で，一部は

膜問溶液のが1：騰などでこわれるけれど，炎をう

けても消滅しないのは，固体膜が硬化してこげ

つくまでその形を変えないからである。

現在多くの液体燃料タンクや化学消防車に装

備されている消火あわ原液は，このたん白質加

水分解液で，発泡から火災時の被熱トこいたるま

で，膜のなかでこのような反応が進行している。

このような巧妙な機構はまだ合成品では作れな

いので，各植の欠点を持つにもかかわらず空気

あわの主涜はこの種のものとなっている。

．たん白質加水分解による原液はー

欠点の第 1にあげられるのは，貯蔵性が悪い

ことだといわれている。けれど，これは貯蔵が

むずかしいといいなおすべきである。すでに述

べたように，この液はあわ形成に酸素を参加さ

せて固体化したあわ膜をつくるものである。だ

から，液を空気中にさらしておけば，とうぜん

酸素と反応して沈でんをおこすのである。容器

は密閉し，内部の空気は不活性のガスと置換し

ておけば長期間なんら変化を起こさないことも

確認されている。

いわゆるプレミックスに適さないという欠点

L 原液をとかす液の溶存酸素を追いだし，希

薄液の空気との接触を防ぐことで改善できる。

しかし実際には溶存酸素のない液を使うことは

むりであるから，やはりプレミックスは避ける

のが賢明である。

悪臭も欠点に違いない。製造の現場から火災

時まで悩まされるが，いまのところ液体火災に

最良の消火剤であるから，がまんする以外にし

かたがない。

000 、 000
0 あわ消火について 0 
000 000 

火災の進行 ・拡大は，燃焼によって生じた熱

エネルギーが，さらに燃焼反応を促進すること

による。だから，発生するエネルギーを反応に

参加できないように奪いとってしまうか（冷却

数果）， または熱エネルギーの発生を小さ くす

る，つまり反応立を制限する（窒息効果〉かに

よって消火に導くことができる。液体火災のあ

わ消火のばあいには，まず窒息効果による反応

量の減少がはかられる。

すなわち，燃焼している火災面にあわを釆せ

てやると， あわで被覆した面積だけは窒息によ

って燃焼反応が起こせなくなる。それで逐次あ

わ被覆の面積を拡大してゆき，火災面をおおい

つくして鎮火させることになる。

もし，あわが安定で消滅せず，火災液面に容

易に広がっていくとしたら理想的な消火ができ

るのであるが，現実のあわは，時間とともに消
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あわでおおったところから消火が進む

えてゆき，火熱によって破壊されるから，液面

の被覆速度はあわの供給速度と消滅速度の差に

なり，できるかぎり多量のあわを短時間で目的

のところへ送りこむくふうがされることになる。

しかし，破壊の速いあわを多単に適用しても，

有効なあわの量は少なしたとえ一時的にあわ

被覆が完成しても，供給を中止するとすぐ危険

な露出面をだしてしまうことになる。消えにく

いあわならば，供給量は少なくても有効な被覆

が容易にできて，あわ被覆が完成すれば，その

まましばらく全面をおおって，冷却をはかるこ

ともできる。さらに，このようなあわ被覆があ

ると，あわ層は良好な熱絶縁体となっているの

で，他からの火炎や騎射熱をうけても，液体燃

料の面はほとんど加熱されず，火災防護の役目

もはたすことができるのである。安定性と耐火

性にすぐれたあわが要求されるわけである。

実用されるあわには，なお数多くの特性が要

求される。それで，空気あわの原液については

各種の試験が行なわれ， その性能をた しかめら

れる。現在，日本でー般に適用されるのは，損

害保険料率算定会の消火泡発泡剤試験規定であ

ろう。この規定の 2～3の問題点をのべる。

第1は，あわの流動性の問題である。あわ被

覆の速度は，供給されたあわが，どれだけ消滅

せずに広がってゆくかにある。いかに消滅しな

くても，あわが供給部近くにかたまっていては

被覆速度は遅くなる。流動性の大きいことが望

ましい。しかしながら， 一般にあわの安定性，

30一予防時報

耐火性と流動性とは相反する特性である。あわ

膜が国体化するほど安定になり，熱的にも強く

なるが，反面動きにくくなることはいなめない。

この点をよ く考えないと， 試験成績は優秀であ

っても， 実際の火災には欠陥のあるあわをつく

る恐れがある。

問題の第2は，消火装置についてである。消

火装置には設計の基準と した水圧，温度，原液

粘度などがあり，それによって所期のあわを形

成する。それゆえ，この基準条件の異なる装置

によるあわの性状は同ーの発泡原液によっても，

いちじるしく異なることがある。すでに述べた

ことでわかるように，空気あわは，あわの性能

に空気との反応が関与するから，発泡条件の変

わることはあわ性能の変化を意味する。この点

の配慮、がないと，試験 ・検査の意義がなくなっ

てしまう。さらに実用上，水圧の変化にはとく

に注意が必要である。水圧が変わると，液濃度

が変わり，空気浪人率も変わり，そのため放出

口の圧力 ・背圧が違ってきて，空気との混合状

態に影響をおよぽし， あわの性能がいちじる し

く変わってしまう。不時のさいにも水圧が保た

れるような配慮とともに，装置設計のさいにも，

容易に確保できるような水圧を基準として設計

することが望ましい。

第3の問題は，火災部へのあわの適用法であ

る。有効な被覆をすみやかにはたすことが火災

被害を最小にとめることになるのであるから，

あわの適用法はつねに検討。しておく必要がある。

このためには，フルスケールの消火実験をくり

返えし， 各種の条件でのあわの動きかたをしら

べる必要がある。実害を考えれば，周到な実験

のための費用を惜しんではならない。

× × × 

あわ消火については，なおいうべきこと も多

いが，すでに紙数もつきた。空気あわにかぎっ

ても，わずかのことを述べたにすぎず， アルコ

フォームについては言及していない。しかも，

筆者の独断や舌たらずのと ころも多いと思う。

大方の叱正を得られれば幸いである。

（筆者：早稲田大学教筏〉



3月3日午前O時45介ごろ，池

市満寿美町の飯田クリーニング

でとつぜん爆発がおこり，同店

入口付近はめちゃめちゃにこわ

II人が重軽傷を負った。爆発

火災が発生し，同店は半焼した

’原因は，同店前の都市ガス配

にひび割れを生じ．ニこからも

たガスに．同店のガス冷蔵庫の

花が引火したものと推定される

: 3月l日午後8時半ごろ，延

市の旭有機材工業（株）SP工場

爆発事故が起こり，死者 l人，

軽傷者13人をだした。爆発後関

場lま火災を起こし，約1300m＇を

，いた。爆発音は約 2＂＂＂四方に響

わたり，各家の窓ガラスがふる

た。二の工場は，樹指成型粉や

，型品をつくっており．メタノー

などの危険物を扱っている。

爆 発事故で火災
一一一池田市と延岡市で一一ー



ヘルスセンターと料亭煩
一一一火災発生数年々上昇一一一
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わが国の火災発生件数は，近年．産

業経済の急速な発展と消費生活の質的

変化によって，社会環境がますます複

雑化す’るにともなって，年々増加して

L、る。

1955年を100として，金火災件数の

推移をみると．年々 5～ 10の劃合で増

加し， 1965年には181を示している。

火災による損害額も， 1965年には500

憶円を越えるlまう大な額にのぼってい

る。

12月から 4月にかけては，ここ 10年

間の平均で．会年火災件数の約56%の

発生率をみており．火災シーズンを形

成しているが，ここ数年とくにめだっ

ているのは．石油ストーブの普及によ

って．ニれによる火災が急増している

ことである。器具のメーカー・使用者

側とも予防対策にもうひとつ検討を加

えたいものである。





喝~
ている。 険社会構造が発達する 大の傾向にあることである。 ー惨

につれて人間関係も複雑化し，
、
少年の点じた火ダネは，寒夜の

犯罪の態様も多様化する。火災 空をこがし，校舎を焼きつくし

砂春の「全国火災予防運動」が における放火犯罪も向様で，意 てしまった。机から教材bこいた

幕あけした，ざる 3月2日夜， 表をつくケースが続出している。 るまで灰となった。少年にしの

東京都江戸川区内で中学校や幼 砂東京消防庁の火災統計では， ひ寄り， 小さな魂を悩ませ，反

稚園など，2時間ほどのあいだ 同庁管内の1965年の放火および 抗させたのは少年たちの遊び時

に5件の連続放火が発生した。 放火の疑い件数は576件c1日 聞をも奪いがちな “試験地獄”

現場付近をうろついていた14才 当たり約1.6件〉で，10年まえ だったかもしれない。社会のゆ

の少年を調べると， 2件までそ の56年の236件（約0.6件）に比 がみは，そのまま火災犯罪とな

の少年が放火したと自白した。 べ，ざっと 2倍半にふえている。 って現われる。火災に対処する

問題は，その放火の動機である。 とくに注目されるのは，いわゆ には，防火対策のほか，道徳や

「学校が焼ければ登校しないで る下町一帯に多く発生している 社会の規範面の考慮、も必要のよ

すむと思った」と少年は告白し ことと，年少者によるものが増 うだ。 (MT〕

砂日本の自動車産業は，造船，

当量戸
台数だけが交通事故の原因では

鉄鋼につづいて，“世界第3位” なさそうだ。事故発生の伏兵と

入りをしたといわれる。だが， して道路事情があげられる。 ー砂

このことを手放しで喜んでばか まことに不名誉なことである。 例を東京都でみると，オリンピ

りはいられない。自動車のはん 砂警察庁では，「歩行者保護の徹 ックを契機に数多くの高速道路

らんは，交通事故の発生率の増 底」を交通事故対策の最重点に がつくられたが，それでも都内

大につながるからである。交通 とりあげているわけだが，なぜ の全面積に対する全道路面積は，

事故による死亡者は，昨年つい 歩行者の死亡が多いのだろうか 15%にすき、ない。古都ロー7 よ

に1万3千人を越し，史上最高 ワ 日本の自動車生産は，なる りも低い比率だという。交通事

を記録した。死亡者のなかでも ほど世界第3位ではあるが，来 故防止のためには，刑法改正に

っとも多いのは歩行者で，全体 用車台数でみると，100人当た よる運転規制も課題だが，まず

の34%を占めている。歩行者の り2.7台で，米，英，仏，西独な もって道路そのものの改善が先

死亡が多いのは，わが国の交通 どの6分の 1から14分の l程度 決のようだ。

事故の特徴だとされているが， にすぎない。とすれば，自動車 (MH) 

砂 「人体に対する刺激カが一定 る。 砂昭和41年12月から42年2

・草間だと，ついには人体はその刺激 月にわたる冬山遁難白書をひも

を感じなくなってしまう。刺激 といてみると，死者・行くえ不

はこうして自己発展し，ますま 明71人，重傷27人，軽傷27人，救 昨年から新顔として建国記念日

す拡大していく」一一。これは 出64人で，計189人が遭難して や体育の日などが加わった。祝

フェヒネルの法則であるが，最 いる。この数字は1年まえの同 祭日は12日にふえ，だいたい月

近の登山ラッシュをみていると， じシーズンの2倍にあたり，史 に1日の割合となった。遭難は

この法則が連想されてくる。谷 上最高である。とくに年末年始 不可抗力ではない。天候無視や

川岳をかかえた群馬県， 北アル に死者 ・行くえ不明が集中的に 装備不じゅうぶんなど不注意が

プスをもっ富山県などでは，遁 発生し，全体の80%がこの期間 大きな原因である。慶祝すべき

難防止条例を施行して，冬山へ に占められ，なかでも年齢別で 日である祝祭日を悲しい日に塗

の無謀な登山を規制しているの は20代の青年層が13人を占めて りかえないよう登山者たちによ

であるが，若者たちのエネルギ いる。また休暇と遭難は深い相 びかけたい。

ーは，条例を乗りこえがちであ 関関係にある。 砂祝日法によ り， (KE) 
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近年，わが国の産業経済のいちじるしい発展

と国民生活の向上によって，自動車による貨客

の輸送は急増してきている。ところが，それに

伴って新しい道路の建設と既存の道路の整備 ・

補修が行なわれないと，円滑な輸送ができない

ばかりでなく ，自動車による事故も増加するこ

とになる。

自動車事故のうち，人的 ・物的被害の大きく

なる可能性のあるものの例は，可燃性液体によ

る火災のばあいで，とくにこれが長いトンネル

内で起こったときは，なおさらのことである。

関門海底トンネルのような特殊なものでは，危

険物の通行が法律によって規制されており，危

険物の種類によっては通行が禁止され，またも

のによっては車両の構造，積載量，容器，包装，

積荷の状態に条件を与えて通行が許可されてい

る。とくに危険なばあいには，ノfトカーの先導

によ って事故の防止に努めている。このような

こともあって，現在までに大事故は起こってい

ないが，安心していることはけっしてできない。

大量の危険物，たとえばガソリン， Lp ガス，

液化アンモニア，二硫化炭素のような可燃爆発

性のものだけでなく ，人体に危険なカセイソー

ダ，強酸類のようなものでも，その誌によって

は，いったん事故を起こせば重大な被害をおよ

ぽす可能性がじゅうぶんに存在している。この

36－予防情報

岡島慶 三 郎

の防災設備
ようなばあいには， トンネル内にいる人は恐怖

におそわれ，正常な行動をとりえないのが普通

であるから，有効適切な防災設備によって，人

的 ・物的被害をできるだけ最少に止めるように

することが理想である。

道路トンネルの防災設備の現況…….............

わが国の道路上に設けられた トンネルの数は

多く，高速自動車道路をはじめ，国道 ・地方道

において，その長さ 200m以上のものだけでも

500を数える。 またその個々のトンネルの延長，

I幅員，交通量，交通方式（一方交通か対面か〉，

制限速度，経済的重要性などについてみても，

多積多様である。

このように， トンネルの数は多いが，防災設

備のあるものはひじように少ない。その設備の

あるものは，有料道路では名神高速道路と首都

高速道路中にある長いもの，関門トンネル，笹

子トンネル，栗子第2トンネルくらいのもので，

その防災設備の程度にも差がある。他の有料道

路トンネルはもとより，国道 ・地方道中のトン

ネルにおいては皆無の状態である。第1表は防

災設備のあるトンネルの状況である。

防災設備の種類……

照明 ・交通信号 ・標識 ・換気などの諸設備も

防災のための役割をする。たとえば換気設備は，

自動車の排気ガス中にある一酸化炭素 ・二酸化



第1表 既設トンネルの形態と防災段備の状況

延長 幅員
制限

消火器 消火栓 電話叫自動火災
トンネ ノレ名 交通流 ｜速度 電報機（B）検出 器 水噴霧 換気

〔m〕 仁m〕 〔k/h〕 〔m〕 〔m〕 〔mJ 〔m〕

名神王高山法〈上り〉 1453 8.80 一方向 80 .(8 48 (B)l2×21 12×2 
ダクト

半横流天 トンネノレ

(B)l2x21 

内のみ

名梶神原高速（上り〉 914 9. 70 Q 80 .(8 48 12×2 Q 

" トンヰノレ

名廊神丸高速（上り〉
トンネ ノレ 387 9. 70 Q 80 48 100 (T) 200 

首留都高速
汐 トンヰ ノレ

285 8.00 u 50 100 ~B) 100 
T) 100 半横流

首羽 都 高 速 300 8.80 i陵 50 100 
(B) 100 

j’ 四ト ンヰ ル ( T) 100 

首代都田 高速 900 9.60 Q 50 50 50 円 100 ダク ト
綴流千 トンネノレ T 100 内のみ

開国門道 2 号線
トン ヰノレ

3 461 8.50 対面 40 50 50 (T）即 （笠議〉 d 
J’ 

笹国道 20号線
子トンネノレ

2 953 7.00 Q 35 ~ B ~ 100 
T 300 半横流

栗国子道第 13 号線 2693 8.40 Q 50 50 50 (T) 400 15 ダクト Q 
2トンネル 内のみ

（注〉自動火災検出器の行中 12×2は12m間隔に壁面向い合わせに 1個ずつの怠。また，（空気管） 200は空気管式の分布

型で，l区画が200mの長さの意。

炭素 ・亜硫酸ガスばい煙など，人体に有害なガ

スを排気するとともに， 重要なことは，見通し

をわるくするスモッグをトンネル外に排出する

ので，事故の防止に役だつものである。また火

災の起こったばあい，横流式換気（トンネルの

天井と側壁に等間隔に給 ・排気口があるもの〉

または半横流式換気（天井か側壁かいっぽうに

給気あるいは排気口のあるもの〉の設備で，天

井口から排気を行なえば，少なくとも路上近く

の煙は少なくなり，温度も降下する。このこと

は天王山トンネル（半横流式〉の実験で明らか

にされている。

以下， トンネル内の防災設備について，火災

通報設備と消火設備を中心にとりあげることに

する。

火災通報設備…

火災通報設備は，火災が起こ ったとき，これ

を自動的に通報する自動式のものと，火災を発

見したものが手動通報機（押しボタン式のも

の〉または屯話で人聞の操作によって通報する

手動式のものとがある。自動式でも手動式の通

報機でも，いずれも管理所 ・監視所など警備員

が常駐するところに置かれた受信盤に，火災の

発生警報とその位置が現われるようになってい

る。これによって警防員なり保守員が，適当な

処置を講ずることになる。

通報設備は，単に火災警報を発し出火の場所

を表示するばかりでなく，必要に応じて，消火

設備 ・交通信号 ・換気設備をも連動させること

ができる。たとえばトンネル内に火災が起こっ

たとき，自動的に噴霧を火点に出させたり， ト

ンネル入口に赤信号を出して， トンネルにはい

る車をしゃ断したりしうるのである。

火災感知器 自動通報設備では，火災の発

生を自動的にとらえるため，火災感知器が必要

になる。このためには，火災による熱温度上昇

を利用するもの（熱感知器〉，発熱体からのふ

く射によるもの（ふく射感知器〉，煙によるも

の（煙感知器〉などがある。このうち熱感知器

には，点在してとりつけるスポット型と，細い

銅チューブを長く張りめぐらす分布型がある。

トンネル内では，強制換気を行なっているば

あいでも換気がないばあいでも，一般に風が交
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通方向にあるので，感知器としては風の影響を

受けないものが望ましい（たとえばふく射型〉。

熱感知器を用いると，風のために火点を正確に

とらえがたくなる。消火装置を連動させるとき

は，このことを注意しなければならない。

消火設備

消火設備にも，自動的のものと手動的のもの

がある。火災通報設備に連動するようにされた

水噴霧設備や，連動していなくてもスプリンク

ラ設備のようなものは，自動的に散水する。消

火栓や消火器は，人手によって手動的に操作す

ることになる。

水噴霧設備 この設備は，ポンプによって

高圧の水をトンネル内の配管に送り，火災を起

こしている区画の天井あるいは壁面に配置され

たl噴議ヘッド（ノズルのこと〉から， 7.J<をl噴霧

にして放射するものである。この装置は，自動

にも手動にもできるが，火災を初期のうちに消

火または抑制することが望ましいので，自動火

災通報設備に辿勤させて，火災を感知すると同

時に放水を行なうのが原則である。この装置は

冷却の効果が大きいので，火災の消火 ・抑制ば

かりでなく， トンネル内の人員 ・諸設備 ・自動

車を火熱から保護するのに役だっ。

最近は，水噴霧の油火災に対する消火効果を

増すために，ある種の界面活性剤を水に混入し

てl噴霧とするほうが良い結果がでている。

スプリンクラ設備に使用するスプリンクラヘ

ッドは，熱によって開口散水するまでに時間が

かかること，水滴が噴霧より大きいこと，風が

あるばあい放水点が火点とずれることなどの不

利な点があるため， トンネルの消火用には不適

である。

消火栓設備 この設備は，水l噴霧設備と同

様に， トンネル内の配管に水源から高圧の水を

送るものである。ふつう， トンネルの側壁下方

に等間隔に配置された格納箱にスタンドパイプ

があり，これにホースとノズルが接続されてい

て，パルプを開いてポンプ始動用のボタンを押

せば，手動によって放水することができる。ま

38一予防時毅

た，油火災の消火の目的のために，あわ原液と

あわノズルを備えておけば，水の代わりに空気

あわを放射することができる。

消火器 消火器には種々の型式のものがあ

り，火災の租類によってそれを選定しなければ

ならない。 トンネル用の消火器としては，自動

車の特殊性から，油火災と積荷その他を考慮、し

て， A,B,C粉末消火器が適している。これは

木材質 ・池 ・屯気設備のいずれの火災にも共用

できるものである。

防災設備の規模…

1960～61年にわたり，筆者らは日本道路公団
の要請により，名神高速道路の天王山，梶原ト

ンネルの消火設備について，実験的研究を行な

い，その基礎設計資料（！）を作成した。

この研究では，断面%のトンネル模型を作り，

縦流換気（トンネルの交通方向に換気するもの〉

のばあいの，ガソリン火災に対する噴霧の効果

と，ふく射感知招の性能 ・効果などについて一

連の実験を行ない，実大トンネルのばあいとの

関係を求めたのである。

その後このような特定のトンネルについて，

防災設備をいかにするかというのでなく，数多

いさまざまのトンネルに対する防災設備の基準

を定める問題について，ふたたび委員会を組織

して調査研究（2）をしたので，ここでその概略を

述べることにする。

トンネルの防災設備の規模は，起こることを

想定した災害の度合いに応じて設けるのが合理

的である。そこで最初の試案は， トンネルの長

さ， l幅員，見通し，交通量，制限速度，走向方

式，換気設備など，災害の度合いに影響をおよ

ぼす要因に適当な指数を与えて，防災設備の規

模を求めようとしたのである。この方法を防災

設備のある国内および国外のトンネル15につい

て検討してみると，いちおう設備に見合った常

識的な相対値がえられるが，指数のとり方に困

難があり，明確な根拠もないのである。したが

って，この方法は興味はあるが，なお，たぶん

に研究の余地が残されているということになる。



防災設備規模の等級…

現在，一般に設備されまた使用されている防

災設備から，種々の防災設備を組み合わせて，

トンネル内に設ける防災設備の規模を考えると，

第2衰のような等級に区分するのが妥当である。

第2表防火設備規模の等級

等級 消火設備 通報設備

A 自動，消火栓，消火恭 自動

B 消火栓，消火務 自動または手動

C 消火器 子動

D 消火器 通行者に依頼

等級DからAに至るにしたがって，設備の規模

が大きくなり強化されるとともに，設備引も増

大することになる。そこでこのように区分され

た4等級の防災設備規模のおのおのが，どのよ

うなトンネルに迎合するかということになる。

道路基準と防災設備規模の対応

わが国の道路は，高速自動車国道

から一般国道，地方道に至るまで，

種類は多いが，これらは道路の性格

とか重要性，地形 ・地域に応じ，ま

，た道路構造上の諸要素，設計交通

量，設計速度などを考慮して分類さ

れている。

これからみるとう道路の分類に考

慮された諸要素は， トンネルの延長

を除けば，先に述べた災害の度合い

に影響をおよぽす諸要因とだいたい

において同じである。したがって，

道路基準によって分類された道路

道路トンネルの防災設備基準……

以上述べたことによって，防災設備規模の等

級と， 道路の分類によってトンネルの属する道

路の種別が選ばれたので， この両者を対応させ

れば，防災設備の基準ともいうべきものができ

る。この対応を表であらわ したものが第6表で

ある。この表を使用して防災設備の等級を選定

するにあたっての注意事項をつぎにかかげる。

(1) この基準は延長200m以上の道路ト ンネ

ルに適用する。

(2) lOOOm以上のものは防災設備の等級を I

級上げる。500m未満のものはl級下げる。ただ

し，はなはだしく見通しのわるいものは除く。

(3) 換気設備を有するトンネルはとくに他の

ものと区別しない。ただし，縦流換気方式の

トンネルでは，火災通報設備を自動とする。

（トンネル）と，防災設備規模の等

級とを対応させても，さして不つご

うとは考えられない。そこで，どの

ようなトンネルには，どのような規

模の防災設備を設けるかは，この方

法によることにした。高速自動車国

道，一般国道および地方道の分類を

第3～5表に示す。 3月6日，鈴鹿トンネル内で トラック13台が全焼する事故が発生した
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第3表高速自動車国道の道路
種別と綾計速度

種別 ｜ 設計速度

1 級 I 120 km/h 

2 級 I 100 

3 級 I so 
4 級 I 60 

第5表国道地方選の区分
と設計速度

第4表国道および地方道の設計区間交通量と区分

道路種別 I1級 国道 ｜ 2 級国道 ｜地方道

設計区間交通盆 I1 ooo I 1 ooo I 1 ooo I 1 ooo I 2 ooo I 2 ooo ¥ 2 ooo 

台／日 ｜ 以上 ｜未満 ｜以上 I2 ooo I未満 ｜以上 ｜未満

区 ！地方部 ｜第1種 ｜第2極 ｜第 1種 ！第2穏 ｜第3種 ｜第2種 ｜第3種

分ドff布部 ｜ 第 4 種 ｜ 第 4 種 ｜第4程 ｜第5種

(4) 消防車等の移動式の消火機器の設置は，

区 分 ｜地 形 ｜設計速度

その地方の消防力， トンネルの管型機構，経

済性を考慮して決める。

… ｜平地部 ｜
山地部

第 2種 ｜平地部 ｜
山地部

… ｜平地部 l
山地部

第 4 種

第 5 種

80 

60 

70 

50 

50 

35 

50 

30 

(5) この基準は経済的，その他個々の トンネ

ルの条件に応じて弥力的に調整を行なって運

用する。

あとがき…....・H・...・M・－…・・・……・田・....

第6表道路トンネルとその防災設備規模

道路トンネルに，どの程度の防災設備をすべ

きかを，道路の分類に対応させて決定する方法

を述べた。 しかし，この種の方法はまだ初めて

のもので，問題となる点も多少あるので，引き

続いて研究を要する問題である。紙面のつごう

で説明を簡単にしたが，詳細は参考資料を参照

して下さればよいと思う。

開設｜ トン机の属吋路め種別

A ｜高速自 動車国道第1級

｜高速自動車国道第2級

B i高速自動車国道第3級
｜一般国道，地方道第1穏，第4種

〈筆者：損害保険料率算定会顧問〉

多考資料

c ｜高速自動車国道第4級
｜一般国道，地方道第2種，第4種

(1）名神高速道路ト Yネノレ内の防火設備の実験的報告第

1, 2報：日本科学防火協会（1960年7月， 61年3月〉

(2) 道路ト Yヰノレ防災設備計画の調査研究：日本道路公団

(1965年8月〉

D ｜一般国道，地方道第3種，第4種，第5種

‘ー田F ‘－』司且 司』 ・－電 車『甲F ‘ ・『’－・－』司且 ‘ーー－．『甲F ‘4・』竃 ‘ ・ “ー，F 亀 4回・』． ‘ーー』．『ー－. 

災害の論理 坪井忠二

目U 空中写真を利用した雪害研究 斎藤博英
~王::J 高速道路の思わぬ災害 大久保柔彦
／一＼ 原子力利用施設の災害防止 藤井正一
68 都市防火の盲点 藤田金一郎
＼ー／

の
イオン式煙感知器 土居 }I国

【特集 ・空の交通安全】

目 設計者からみた航空機の安全 堀越二郎
次 空の交通安全と人間工学 大島正光

航空交通管制とその将来 泉 Jt~f 一－一
パイロットと空の安全 平本宏明

航空の安全に夢をのせて 井上制ー夫
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粉じん爆発の実際と対策

われわれの生活の周囲には，つねに粉じんが

存在している。ちりやほこりはいうまでもなし

粉石けん，粉ミルク，砂糖，パン粉，カレー粉，

コーヒー，ココアなど，数えあげればきりがな

いほどである。しかも，日常欠かせないものが

多い。このような粉末が爆発するということを，

日常考えている人はまず少ないであろう。

可燃性・微粉状・流動の3条件－

都市ガスやプロパンガスなどのガス類，石油

やガ・ソリン， シンナーのような引火性液体類は，

ある場所に静置して空気に触れる状態であれば，

ガスや蒸気が空気中に拡散して爆発性の混合気

を生成する。そこに点火源となるものがあれば

爆発するわけである。

このことは，たいていの人びとが知っており，

ガス管の元栓をよく閉め，液体の容器を密閉す

ることは常識とされている。しかし，粉じんが

空気中に浮遊していればほこりっぽいとは感じ

ても，これがおそるべき爆発物であることを知

っている人は少ないいまして，静かに積って

いるたい積粉じんには，関心を示さないか，せ

いぜ、い「だいぶ汚れているな」と思うていどで

あろう。

実際，粉じんはたい積しているだけでは爆発

をおこすものではない。ガス， 蒸気と同様に，

空気中に浮遊しているばあいに点火源があれば

内 藤道 夫

爆発するのであって，爆発をおこすためには一

定の条件が必要とされる。

まず第1に，粉じんが酸素と化合して燃焼し

うる性質（可燃性〉，でなければならない。岩石

の粉やセメント，タルク，砂などの不燃性の粉

じんをのぞき，燃える固体の粉じんはすべて粉

じん爆発する可能性があるが，爆発するには微

粉化されて，空気中を浮遊しやすいという条件

が必要である。

第2には，微粉化されていなければならない。

微粉化されていると，鉄のような常識的にはと

うてい燃焼することの考えられないような物質

でも爆発しうるのである。ただ微粉であっても

たい積しているだけでは，いぶることはあって

も爆発はしない。機械的なかくはんや空気の流

動によって空気中に舞いあがり， ある濃度以上

で空気中に分散していることが必要である。

第3に，かくはんや流動という条件が必要で

ある。

以上のような3条件がそろい，電気火花，溶

接断の火，探火，衝撃火花などの点火源が存在

すれば必ず爆発がおこるわけで，過去における

多くの粉じん爆発災害の事例は，すべてこのよ

うな条件を満たしている。

粉 じん爆発の災害状況

過去における粉じん爆発災害の状況を，労働
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種類別粉じん爆発発生状況 （1952年～65年〕第2表年次別粉じん爆発発生状況 （1952年～65年〉第1表
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ついで注目されるのは自然発火である。

これらの統計では？粉じん爆発 1件当たりの

死傷者数はあまり多いとはいえないものの，最

近の事例ではかなりの犠牲者を出している事故

がある。

1966年2月6日，神奈川県の飼料工場で発生

した飼料粉じんの爆発であるが，死者2名，負

傷者lli?rを出 し，物的損害も大きし当時の新

218 

第3表粉じん爆発工程別発生状況 （1952～65年）

工程矧l ｜ 発生件数
粉砕製粉工程

築じん分離工程

乾燥工程

輸送工程

貯蔵工程

燃焼室

その他

百十

5

7

2

0

4

2

1
 

q
a

y
A
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i

唱

i

q

4

101 

言十

218 

省に報告された災害事故報告でみると， 1952年

～65年の14年間においては第 1'表に示すように
件数で 101件， 死傷者合計251名となっている。

1年平均10件にも満たないわけで，引火性液体

や可燃性ガス類による爆発に比較するとかなり

少ない数字である。これは爆発に必要な条件が

気体類に比較して成立しにくいこと を物語って

いるといえよう。

しかし， 最近の合成樹脂，その他有機化学工

業の発展や大量の農産加工品の取り扱いのさい

の，粉体輸送や処理の規模が拡大しているため

潜在的な爆発危険性も増大しており，過去の災

害件数だけで問題を論ずることはできない。

第2表は，粉じんの種類別にみた発生件数と

死傷者の数を示したもので，イオウ，石炭，ア

ルミニウム，無水フタル酸，プラスチック，そ

の他の化学薬品類によるものが多い。有機物粉

じんの爆発災害は，最近，と くに多発しており，

報告もれのもので，人的にも物的にも損害がめ

だたないような小爆発がかなり発生していると

251 101 言十

聞いている。

第3表は，工程別の発生状況を示したもので

あるが，もっとも多発しているのは粉砕工程で

あって，これについで集じん分離の工程が多い。

第4表は，点火源別に爆発件数を分類したも

摩擦衝撃によるものがもっとも多い。

42 予防時毅
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第4表粉じん爆発点、火源別発生状況

占 火 源、 Jjlj 発生件数

官草 棒、 jillj 型笹 41 

その他 24 

メタノレの過熱 10 

＋思 火 5 

静電気 スパ ー ク 8 

't!l 気 設 !Ii・ヒII 5 

溶接溶 断 の火 花 4 

自 主火 ヲE 火 15 

不 明 7 

ム‘ι－ の 他 6 

ま「 101 

聞の社会欄をにぎわした。この爆発は，当日が

日曜日で，休日を利用して飼料工場サイロ棟

〈機械室〉の各装置，配管などの点検・修理作

業を実施中，サイロ棟機械室，パケッ トコ ンベ

ア付近で爆発がおこり，つづいてエレベーター，

スパウト，コンベアを通じて粉じん爆発が伝播

し，サイロを爆発させ，付近の製品倉庫， 原料

倉庫を破壊した。

原因は， 写真 1に示す 2段のスパウトのつけ

根の溶接火花がスパウトをたたいたために管内

に残留した粉じんが舞いあがり，着火した。

写真2は，サイロの爆発現場を示すものであ

るが，爆発の発端となった溶接作業現場よりも，

他の現場のほうが破壊がひどく，とくにサイロ

で大爆発をおこしている。このように粉じん爆

発の事故は， 1か所で爆発すると爆風によ って

配管や工程装置，建物内などに存在する粉じん

をつぎつぎと巻きこみ，思わぬところで爆発が

拡大するのが特徴である。

炭鉱における過去の粉じん爆発では，死者

1 500人以上という例もあり，最近では， 1963 

年11月9日に三池炭鉱で生じた炭じん爆発のさ

い，死者458名，負傷者706名を出し，その悲

惨な状況はまだ記憶に新しい。死傷者の大多数

は， 一酸化炭素中毒によるものだった。これは

粉じん爆発では燃焼ガスに一酸化炭素の含有量

写真 1 溶接作業をしたスパウトつけ根

写真 2 破壊 したサイロ上部

が多く，狭臨な場所で発生すると， 一酸化炭素

が充満し，火傷ばかりでなく中毒もうけやすい

からである。

さらに粉じん爆発の被害の特徴は，火傷や焦

げがひどいことである。爆発したさい，団体粒

子が燃焼しつつ飛散することと発熱が大きいた

めである。

粉じん爆発の特性

粉じん爆発は結局，空気中の酸素と粉じん粒

子が加熱されてできたガスの化合現象であるが，

粉じん粒子は気体分子とは異なり，その形状，

大きさ，表前i状態などが千差万別であり，粉じ

ん雲の濃度も不均ーであるため，その爆発特性

も厳密な意味での科学的データと考えられない

し，再現性に乏しいばあいが多い。 しかし，粉

じん爆発防止対策上，ある程度の傾向をつかむ

ことは必要であるし， 実際の実験上の条件範囲

においてはだいたいの傾向が判定できるので，

現在まで各種の粉じんの爆発特性が発表されて

いる。それは主として， アメリカの鉱山局で検

討され，報告されたものであるが，そのデータ

は広く引用されている。

粉じんの爆発特性としては，爆発下限界濃度，
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以上のように，粉じん粒子の大小はその爆発

特性に与える影響が大きいため，粉じんの爆発

性を測定するばあいには試料粉じんの平均粒子

直径をあらかじめ調べておく必要がある。通常，

よく示されているのはだいたい， 200メッシュ

(74ミクロン〉を通過したものについてのデー

タイラーメ ッシュ

48 65 

ビニールプチラーlレ

35 

タである。

なお，粉じんの爆発性は20メッシュ（700ミ

クロン〉以下になると生ずるとされている。ま

た爆発圧力や圧力上昇速度は，粉じんの種類，

粉じんの濃度，ふんい気中の水分，酸素濃度お
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発火点，最小点火エネルギー，爆発圧力，圧力上

昇速度などがあげられるが，ガス蒸気類とは異

なって，同一物質であっても粉じんの粒度や形

状，粉じん雲の状態によって爆発特性が変わる。

；爆発特性にもっとも大きな影響を与えるのは

粒子の大きさである。爆発限界濃度L 最小点

火エネルギーも爆発圧力も粉じんの粒子の大小

によって大きく異なる。たとえば， 第1図はプ

ラスチ ック粉じんの平均粒子直径と爆発下限界

濃度の関係を示したもので，粒子が小さくなる

ほどいちじるしく限界濃度が低下する。すなわ

ち，少量でも爆発能力をもっており，危険性が

堵大する。また，点火源の種類によっても限界

濃度が変化する。

つぎに，第2図は最小点火エネルギーと粒子

の大きさの関係であって，粒子が小さいほど点

火エネルギーはいちじるしく低下する。 したが

って，粒子が小さいほど着火危険性が高い。だ

いたい，粉じんの極類によ って差はあるが， 10

～80ミリジュールであるため，カ’スのだいたい

0.1 ミリジュールに比較して 102～103倍のオー

ダーであって，ガス蒸気に比較すると着火しに

粉じんの平均粒子直径と最大爆発圧

力および圧力上昇速度の関係（酢酸

セんローズ成型パウダー〕

第3図くい。

また，爆発圧力や圧力上昇速度も第3図に示

すように粒子が小さいほど大きくなる。
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よび不活性粉じんの含有比率などによっても ひ

じように異なるので，装置の耐圧力を決め，圧

力放散ベントの設計などを行なうばあいには，

以上のようなファクターを考慮に入れなければ

ならない。粉じん爆発の爆発圧力は，ガスなど

に比較してあまり変わらないが，圧力上昇速度

がかなりゆるいこと，最高圧力に達してから圧

力がさがり速度が小さいことが特徴である。圧

力上昇速度のゆるい点を利用して安全破裂板や

ベント，サプレッサーのよう な安全設備に利用

できるが，いっぽう，爆発圧力の加わる時聞が

長いため，圧力と時間の積（力積〉がかなり大

きくなるので，その破壊力は無視しえない。

不活性ガス，不活性粉じんのような不活性物

質の影響も安全対策上重大である。

たとえば，第4図で示されるように，空気中

の酸素濃度を不活性ガスで希釈してやれば，爆

発性を失わせることができる。これは， 危険性

の大きい配管や貯槽，粉砕機などの，密閉され

た設備内における粉じん爆発の防止に有用であ

る。しかし，マグネシウムやジルコニウム，チ

タンのような一部の金属粉じんでは，酸素のな

いふんい気でも発火するものも ある。

また，炭鉱の坑道内でよく岩粉棚を設けてい
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第4図 ふんい気中の酸素濃度と最大爆発圧力およ

ぴ圧力上昇速度の関係（酢般セノレローズ成

型パウダー， 200 ;l yシュ以下〉

る例があるが，これは爆発時に岩粉，すなわち

不活性の炭酸カルシウムやケイ酸塩などの粉末

をふんい気中に散布して，炭じん爆発を抑制す

ることを目的としている。

なお，岩粉を混ぜることによって火炎の伝播

を阻止できるばかりでなく，炭じんと岩粉が正

反対の帯屯をするため，たがいに引き合ってく

っつき， 大粒となって沈降するために炭じん雲

の生成を防止する効果もある。ただ，製造工場

において製品の純度が問題になるときには不活

性粉じんの利用は困難である。

粉じんの爆発性測定法

粉じん爆発を研究するためには，実験室的な

方法と，中間規模，および大規模な実験方法が

ある。

実験室的な方法では，爆発下限界濃度， 発火

点，最低酸素濃度，最低点火エネルギー，爆発

圧力，爆発圧力上昇速度などの各種の特性を測

定する。この装置は第5' 6図に示すとおりで，

だいたい内容積2l程度の円筒（測定目的によ

って硬質ガラス，プラスチック，磁器，金属な

どを使用する〉内に一定量の試料粉じんを一定

圧，一定時間，空気または混合ガスで吹き込み

（上向き， 下向きの両方がある〉， 屯気スパー

ク，ニクロム線，または高温の炉などの点火源

ガラス管

電気炉

A C熱電m量点

第5図粉じん発火点測定装置
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第6図 粉じん爆発試験談世

で~暴発するかどうかを測定する。

中規模の実験装置としては，アメリカの鉱山

局で， 1, 64, 216各 ftの容掠を使用 し， 主と

して爆圧放散孔の効果を測定するために用いて

いる例がある。

大規模の実験では，炭鉱の試験J:;'L道を使用し

て炭じん爆発の試験が行なわれる。外11'1には長

さikrnにおよぶものもあり，爆発圧力，火炎，

および圧力の伝播速度，岩粉棚， i放水の効果な

どの測定をしている。

爆発の予防と対策

粉じん；爆発を防止するためには，粉じん雲の

生成防止，点火源の排除，酸素濃度の抑制の 3

つの条件があれば，だいたい達成できるわけで

あるが，ゴミ際にはjY:］単ではない。n・：；］＜.や湿式な
どの手段でうある程度発じんを押えることがで

きても， 工程rj3にどうしても発じんを避けえな

い部分がある。とくに，粉じんそのものが製造

目的物であれば粉砕，空気愉iみ選別， mじん
などの工程はすべて粉じん雲を取り扱う必要が

ある。したがって，装置内における爆発を避け

るためには， 1}if;ii..'.条件のうちの第2，第3の条

件を必要とする。

点火源を除去する手段としては， F表僚や値i[i嵯
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を避けるような装置の構造と，異物の浪人防止，

静電気除去などの対策があげられるが，完全を

期することはなかなか困難である。 したがって，

ふんい気中の酸素濃度を爆発しえない程度まで

希釈してやるのが品良である。 しかし，大規模

の装置では，経済上引きあわないばあいが多い。

そこで，爆発を予想してその被苫を品小限にく

いとめるための下段がとられる。

つまり，爆発ベント，チョーク（閉そく部〉，

爆発バイパス，サプレッサーなどの安全設備を

利用すること である。このような安全設備の性

能は中規模の粉じん爆発試験設備によ って検討

されている例が外｜玉｜ではみられるが，わが同は

でまだその例をみないし，実際に工程中にじゅ

うぶん利JIJされ，効果をあげているという実例

は多くはない。 しかし，このような安全設備は

大いに普及 ・芽ljf日されなければならない。

工場建物屋内における 2次， 3次の爆発を防

止するためには建物や内部設vmの構造に粉じん
がたまらないようにすることがたいせつである。

粉じんの建物内への漏えいを防止したり，局所

換気による粉じんの発散防止とたまりやすい場

所をできるだけ口ごろから 11'i· ｛·~：－し，粉じんを除

去しておくことである。また，原料や製品で粉

末状の物質は大：1：：にん！内に滞留させないように

する。建物や袋店の修J!llや工事を行なうばあい，

とくに火気の使用がさけられないときは，粉じ

んの完全な除去や不活nガス置換は絶対必＊で
あろう。また，｜切じんもE巡の屯気設備の使川も

とうぜん考慮しなければならない。

以上のようなきわめて常識的な対策によ って

かなり多くの粉じん爆発災古は防止できるわけ

であって，適切な安全対策を実行すれば恐れる

べきものではない。

紙面の都合上あまり詳しくは説明できなかっ

たが，アメリカ鉱山町でII＼しているレポートや，

アメリカ防火協会（NFPA）発行の冊子など

外国の文献をはじめ，わが国でも，日本火災学

会その他で初介している粉じん爆発に関するデ

ータなども あるので参照されたい。

（筆者・産業安全研究所〉



消防組織

イタリアは軍隊消防であるというのは，日

本では定説となっている。ローマに行って日

本大使館から辿絡がと ってあるから行くよう

にといい波された行先は内務省であった。内

1務省、で調べると軍隊消防ではない。立派な官

設計~防であ り， 国家消防である。 服装が軍隊

と同じ？ であり，軍隊と同じ階級を用いて

いることや後述の消防教育のやり方から間違

って受けとられているようである。ローマ国

際空港で空港消防を案内してくれた日本航空

の人でも半官半民であるといったほど間違い

やすい。記章は炎とおのの消防記章である。

イタリ ア消防は古くは都市消防であった

が， ムッソリ ーニが1936年に統一して国家消

防としたもので， lj災後もそのまま受けつが

れ，現在にいたっている。内務省に警察局と

ならんで消防局がある。消防の仕事が広く災

害全般に及んでいるためか， 警察より機構が

大きし消防局のプJが人員も多い。したがっ

｜て，消防局長を通常消防長官と呼んでいる。

消防局には，総務部，人事部，予防部，教養

部等の各部があり，中央消防学校や消防研究

｜所を持っている。階級を持つ人（武官〉と階

級を持たない人 （文官〉とがある。技術屋は

すへて階級を持っており， 長官は文官で，階

級を持たない。長官は消防専門家でないの

司園置彊..  圏~・
一『『・・・F

タリアの消防

永瀬
二己乙
与主

で，これを補佐する“GeneralInspector" 

の技術1¥が局長と同格の権能をもち，次長格

でいる。この人の意見のもとに長官は命令を

出すという。武官優先， したがって技術屋優

先である。ほとんどの部長は大学出の技術屋

で士官の階級をもっ。

全国を 8地区にわけでおり，さらにほぼ各

県毎に地方支部機関〈コマンドプロビンチャ

ー〕を設けており，これが地方機関としての

基幹機関であり， 92ある。この下部機関とし

て消防署に相当するデイタカメンタをいくつ

かづっ置き，全国では約 800ある。さらにこ

の下にいくつかの分署を置いている。全国が

地方支部機関，消防署，分署によってカバー

されるが，これらの機関は，やはり人口密集

地区に配置され，工業地帯等の重要地区には

分署も多い。分署になると，消防車 1台程度

のところが多い。全国の火災を消防署，分署

の力で汗iすにはその数が少なし都市や工場

地区は消防車の配置も多いが，農村地区では

至近の消防署か分署の車が 1～2合出動でき

ればよいほうで，消防署，分署から行けない

ところもある。これらは消防団が受け持つ。

消防団員は，後述の兵役義務中に消防訓練を

受けた人が大部分であり，基本的訓練はじゅ

うぶん受けているので，消防署の予備軍的存

在で，相当の活動をしているようである。

国家消防であるので，地方機関のすべて

は，固から斤舎 ・機材が与えられ，費用はす
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ローマ中央消防学校の飛ひ’降り訓練

ベて国費でまかなわれる。消防団は，義勇消

防であるというが，団員には職業消防人と同

じように出動手当が給与され，消防署の指揮

の下に行動する（このほかに純粋の義勇消防

があるような感をうけたが， じゅうぶん調査

できなかった〉。消防職員は， 中央の命令ひ

とつで転勤させられる。したがって，南部か

ら北部へ転勤することもある。イタリアは，

国が小さいとはいえ大体，北部，中部，南部

に大別でき，これらの地方は宗教，気候，地

形を異にするため，産業構成も異なり，風

俗， 習慣，気質までそれぞれ異なる。 したが

って，これらの異なる地域へ中堅以下の職員

が転勤させられるとひじように都合が悪いよ

うだ。また，被服の給付も 3年に 1回と一律

であって，出動回数の多い署と少ない署とで

は，損耗の程度も異なるので，不都合がある

と現地ではいっている。しかし，消防車，ホ

ースをはじめとする機材の規格は統一されて

いるのでひじように都合がよい。

消防教育

内務省、の消防局には，中央消防学校があ

48 予防時報

る。これは， ローマから 11～12km南でナ

ポリに行く街道沿いの美しい農村地帯にあ

る。

広大な敷地をもっ 1大学園で，その本館は

大きな図書館か，博物館のような立派なもの

で，正面は大理石の柱をならベ，中の階段も

大理石で作られている。ムッ ソリーニが都市

消防を統一して国家消防とした1936年に作ら

れたものである。

この1936年以降は，すべての消防職員は，

中央消防学校に入校し，卒業しなければなら

なくなった。この学校は，消防職員の教育，

陸海空3軍の消防隊員の教育，兵役義務の兵

の教育の3本の教育を行なう。

兵役義務の教育一一イタリアは，国民皆兵

であり，兵役期間は約16か月である。このう

ち希望により 4か月間消防訓練をうけること

ができる。もちろん，兵役義務期間中である

ので，軍隊生活である。消防の基礎学科から

ポンプ操法，はしご ・人命救助の訓練等まで

激しい教育訓練により全般にわたり，みっち

りしこまれる。この教育を受けた人が消防団

員となる（消防団員には， この教育を受けな

い人もいる〉。

消防職員の教育一一初任教育は，とうぜん

この学校で行なわれるが，下士官，士官にな

るための教育および現任教育，特殊な業務の

ための教育を行なう。下士官任用教育は，初

任教育終了後4～5年勤務したのち試験を受

け，合格した者を入校させ6か月教育を行な

う。卒業後下士官となる。士官任用教育は，

下士官としてー定年限勤務者に試験を受けさ

せ，合格者を入校させる。卒業後，士官に任

用する。別に特別コースとして，大学卒業者

（多くは工学士〉を対象に試験をして，消防

職員に採用し，これらの者に対し士官として

必要な教育を行ない，卒業後士官に任用する

コースがある。現任教育，予防等の業務につ

くための特別教育は随時行なう。

陸海空3軍の消防隊員の教育一一3軍のそ

れぞれの消防隊員として必要な教育を行なう



が，陸海空それぞれのクラスにわかれ，宿舎

も別棟である。各階級によって教育内容は異

なるようである。

中央消防学校には，以上の3つの教育を受

ける者をグループ別に建物地域をわけで，起

居し，教育をうけている。いずれのグループ

もきびきびした団体行動に激しい訓練が要求

されている。とくに， この学校では，体操競

技がさかんであり，訓練塔の外側を窓をった

わってのはしごを用いる登はん，救助幕への

飛び降りなども行なっている。教材はひじよ

うに豊富であり，物理 ・化学の基礎実験用の

器械類ーから各種建築構造模型，エンジン，

ポンプ消火器の模型，切断実物，結索見本か

ら船舶の内部がよくわかる模型まで，

消防に関係のあるあらゆる模型があ

る。これらの教材は，小さいものは

ガラス戸だなに入れられ，学生が図

書館と同じようにはいって研究でき

るように陳列されている。

この学校には，高い大きな訓練塔

が2基あるほか，地下室には煙が充

満した室内における人命救助，消火

を行なう訓練室も設けられており，

体験させながら活動要領を会得させ

る。

消 防業務

イタリアにおける消防任務は，相当広範囲

のもので，消火作業はもちろん，水害時の救

助，列車事故などの救出なども行なう。この

ため，プルトーザ，クレーン車，水陸両用艇

なども持つ。

予防業務については，国は地方支部機関に

出された許可申請のうち，特殊対象物や大き

な対象物について判断し，処理を指示するほ

か，地方で起こった許可関係のトラブルを解

決する。さきに述べた“GeneralInspector" 

は地方支部機関にも置かれている。これが予

防事務についても地方において判断 ・指示を

する（工学士で士宮である〉。しかし，予防法

規はきわめて細かし危険物，わらなどの可

燃物に対する規制lから劇場施設，パン焼炉，

たばこ工場の規制等にいたるまで，ひじよう

に多い。日本では，通達としているものまで

含まれる。したがって，あまり広すぎ，また

細かすぎるので解釈上疑義が生ずるものが多

しそのうえ現地を調査しなければ判断のつ

かないケースも多い。建築関係の規制は消防

専管ではないが，地方建築委員会のメンバー

に消防職員がはいっており，委員会を通して

参画 しているようである。港湾消防は，消防

局の任務範囲であり，多くの消防艇をもっ。

大型10，中型16，小型19あり， 20か所に配置

60cm射程の放射あわノズルのトレーラー

され，ゼノアには大型3艇，中型2艇が配置

されている。空港消防も受け持ち空港消防

は， 23か所に配置されている。また，空中放

射能測定業務も消防業務であり， 全国に無数

に配置された測定所から報告が無線でローマ

の中央消防学校と同じ建物にある消防研究所

に集められる。

ミラノ地区本部で査察カードを見た。地区

内の対象物（劇場，工場，事務所，ホテルか

ら商店まで〉について l軒毎に査察カードが

あり，平面図，火災危険個所，危険物などの

火災危険品の所在位置，種類・量，避難階

段，周囲水利等が記入されている。査察によ

ってこの内容はその都度改められる。また，
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ミラノ中央署のポンプ車

、このカードは，火災出場の際にも指揮者が持

l 参して出動し，消火活動に役立てる。

火災出動は，通常は2つの暑から出る。署

の管轄は県や市町村の区域とは必ずしも合致

せず，地理的条件などによって決められてい

る。署といっても日本の出張所のような 1～

2台配置のと ころが多い。必要に応じ，本部

にある化学車，工作車，クレーン車などが出

動する。通常の家屋は石造り，れんが造りな

1どの不燃構造のものが多いようで，火災の態

絡は日本と異なり，延焼危険は少ないようで

ある。

消防施設

全国的な無線網を有し，無線車， j消防車，

l消防艇，ヘリコプターなどと酬できるoへ
リコプターは， 6 t設が配置されている。

消防本部 ・暑は，古いものが多いようであ

る。いちばん新しいミラノ地区本部について

｜述べる。1周 lOOmiiiしトラックがと山

くらいの石ただみの中庭を囲んで事務棟，車

五1:r::棟，待機棟がならび，後方に機械修理！工

場，図書館，博物館，研究室，教室，訓練

場，器材室，診療室 ・病室などの多くの械が

！あり，グラウンドも設けられー建物規

模，内容などは日本と比べはるかに大きし

また充実している。

待機棟は，各車両釆員fo：に室がわかれてお

50一予紡時報

える。

り，全車が出動するとは限らないの

で，出動指令の乗員だけを起こし，

必要な廊下だけ照明することができ

る。室の廊下側の壁の窓は高く，出

動する隊員の足首などで他の隊員の

安｜眠を妨げないように考慮されてい

る。指令室は，警報受信宝と 同室

で，警報受信は同じ機械を 2台置

き， 2台が同時に’支’けて受信の誤り

を防いでいる（消防無線の受信も同

じ〉。この室には，在署する消防車両

が表示され， IL¥Ilリjすればランプが消

停電に備えて予備電源の蓄屯池室があり，

5秒で始動できる発電機も備えられている。

消防車庫は，帰署した車が後庭からはい

り，そのままつねに中庭に面して収納できる

ように作られている。 ミラノ中央暑の消防車

両は，大型のポンプ車，化学車（あわ〉，水槽

車，クレーン車，ブルドーザをつんだトレー

ラ，グレーダをつんだトレーラ， パワーシャ

ベルをつんだトレーラ，救急車，人工日子吸器

俗：戦車，救助車，排煙車，指揮車，水陸両用

車などがあり，ほかに炭酸ガスボンベとホー

人工呼吸車も完備されている



ス，ホーンをつんだトレーラ， 手曳

ガソリンポンプトレーラ， 60m射程

のあわ大型ノズルのトレーラなどが ． 
ある。はしご車は4段 26mのもの

と7段 50mのものとが配置されて

いるが，はしごは日本のものより弱

い感じで人命救助にはもちいない。

(50mのものはほとんど火災にはも

ちいられない。120mの超高層建築

物もあるが，通常の建物は20～30m

で，これ以上の建物は，通常階段ま

たは避難階段を利用して屋内進入し

て消火する〉。水陸両用車は大型パス

くらいの大きさで，浸水地帯や湖沼を走り，

連絡 ・人命救助にあたる。時速地上 40km, 

水上 5～6kmである。プルドーザなどの工
作機械は交通事故，水防のほか建物破壊，消

火後の建物の整理にもちいる。化学車の数は

少なく，化学消防には，あまり意をもちいて

いないようである。ホースは，ゴ ム内張り

で，ナイロン，綿の交織またはナイロ ン製

で，耐酸性のものは外側が赤く塗色されてい

る。 3in, 4 inのものもあり， 2.5inのもの

はあまりもちいないようである。

消防研究所

中央消防学校の本館につらなって消防研究

所がある。水力研究室，機械および熱工学研

究室，電気ならび、に無線通信研究室，建築研

究室，化学研究室，原子力防御研究室があ

る。

水力研究室は，消防ホース， l及管， ノズ

ル，ポンプなどの消防機器の設計，使用上の

水力学的研究，性能試験，水道配管，配管網

の研究， 配管の圧力検査，ポンプE払浪11定摺

具の水圧計，流量計ーなどの検査等を行なう。

機械および熱工学研究室は，消防用エンジ

ン，ポンプの性能に関する研究，火災性状，

火災の拡大状況に関する研究，耐火性物質の

特性に関する研究などを行なう。

パワーシャベル車

電気および無線通信研究室では，高圧電気

の絶縁に関する研究， 高圧電線や機器への注

水時の危険性，無線機の開発などの研究を行

なう。

建築研究室は，おもに建築材料の強度と耐 ｜

火性の研究，建築構造と火災との関係の研究 l

を行なっている。優秀な耐熱試験用加熱炉を

有している。

化学研究室は，消火剤の性能試験および製

造研究， 加熱による物質の変化に関する研

究， 薬品などの試験 ・分析などを行なってい

る。 i

原子力防御研究室では，放射性物質から消 ｜

防隊員をまもるための研究，防護衣，マスク

などの研究開発，放射能による物質の変化に

関する研究を行なうほか，空気中の放射能測

定値の集計，検討を行ない，屋上の集じん装

置で集めたちりの放射能測定も行なう。

研究所の設備は，たんに机上の実験装置の ！

みでなしかなり大規模な装置 ・設備を 有 1

し， 実物について試験 ・研究を行な ってお i

払消防研究に対する国の熱意はきわめて日 ｜

し、。
（筆者 ：消防庁調査官〉

t守 イX * 
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一一世界ーと日本一

駒宮功額

人類は，その誕生とともに多くの経験を積みかさね，その聞にいろいろな教訓

を得て次第に発展してきた。このような経験のうち，多くの人びとの血を流した

災害については，自然災害が古くから一般に知られている。しかしそれ以外の災

害，たとえば交通災害，産業災害などについては関係者を除きあまり知られてい

ないようである。そこで過去約100年間に生じた自然災害以外の多数の人命をう
ばった大きな災害について，世界ーと日本ーを集め，災害について議論するさい

の参考に供してみる。

交 通 災 室岡
・

崎客船の沈没 1914年4月14日231侍40分，

タイタニック号（イギリス 46 328重量トン〉は

ニューヨークへ向け処女航海中，氷塊と衝突 し，

翌日日午前 2時20分，当時の技術の粋を集め不

沈といわれた巨船が沈没した。このため来客と

乗組員 2207人の内 1503人 が死亡した。その

後， じゅうぶんな数の救命ボートを持たない定

期船はなくなり，沿岸警備船による流氷の監視

が行なわれるようになった。

1954年9月26日， 青函連絡船洞爺丸は函館沖

で台風のため転覆し1314人のうち 1155人が死

亡した。この台風は九州、｜， 四国，中国を通過し，

日本海にはいり北海道西方をぬけたが，北海道

西方でもっとも発達した異例のもので， この災

害にちなみ洞爺丸台風と名づけられた。

なお戦時中，潜水艦による客船攻撃の最大惨

事は，ソ連潜水艦によるドイツ定期船ウィルヘ

ルム ・グス トロフ号撃沈事件である。1945年1

月30日，グストロ フ号は約 8000人 （定員の4

52一予防時報

倍〉の避難民などを乗せ，バルト海上を航行中

雷撃を受け沈没し， 7200人が死亡，800人が救

助された。なおこの事故は2月18日に発生し，

4 120名が死亡したという記録もある。

骨列車の衝突 もっとも歴史の古いイギリ

スの鉄道で史上最大の事故が1915年クインチン

シルにおいて 2重衝突のため発生し， 227名が

死亡 （うち鉄道職員3名）， 242名が負傷した。

なおイギリス第2の惨事は1952年10月8日，ハ

ローの 2重衝突で，死亡 112名，負傷 340名を

生じている。 この衝突の原因は信号無視であっ

たが，機関士は成績のよい経験豊富な者であっ

たため事故防止上ATS （自動列車停止装置〉

の設置が決定された。

わが国では鶴見 ・三河島の両事故が2重衝突

として最大の惨事で， 1963年11月9日， 鶴見で

161人， 1962年5月3日，三河島で160人がそれぞ

れ死亡した。三河島事故は前記イギリスのハロ

ー事故と似ており，国鉄では事故対策として，た

だちにATSの設置に着手し， 1966年4月，世界

の鉄道ではじめて全線全車両に装備を完了 した0

・列車の脱線転覆 1917年12月，フランス
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で543名が死亡したという

記録があるが， くわしいこ

とは明らかでない。わが国

では， lj筑後の食糧不足のた

め，超満員の買い出し客を

乗せた八高線の列車が， 19

47年2月25日，東飯能一高

麗）I／聞のカーブで脱線， 5 

m下のこ｜二手下に転落し， 184

名が死亡し， 497名が負傷

した。これは死亡 188名の

ガソリンカー炎上事故に及

ばないが，死者合計では，わ

が国最大の鉄道事故である。． トンネル内列車の一酸化炭素中毒 蒸気

機関車の煙のため， トンネル内で機関士が一酸

化炭素中毒となる事故は古くから知られていた

が，多数の来客が死亡するとはだれも予想して

いなかった。

この事故は戦争による石炭の品質低下と，食

糧難が直接の原因であったが，不幸にも陸上交

通機関最大級の事件の 1つが一酸化炭素中毒と

して発生した。1944年3月3日未明，イタリア

南部エポリーポテンツア聞のパルパーノ付近の

トンネル内で，買い出しの不正乗客多数を釆せ

た貨物列車が停車したが，機関車からはきださ

れる煙のなかの一酸化炭素のため機関士と乗客

が中毒にかかり， 425名が中毒死した。

・列車火災 現在のディーゼルや電気を動

力とする列車でも火災の完全な追放に成功はし

ていないが，早期発見などの対策により，乗客

が危険を感ずるような事故はほとんどない。し

かし昔の気動車は，燃料がガソリンであったた

め，事故のさい危険性が高かった。外国の事故

事故を発生したガソリンカーの性能

型式車種｜守勢IGiきlt男 l~~説最大馬力
:0600 ,y,2)U} I 18. 5 J 1i. 55 2. 6 42 33 I 150 
一I I I I I 

00 ,y,2J~ I 25. 5 ¥ 19. 51 2. 6 68判 200

黒煙をは（ LPGタンカー

は明らかでないが，わが国では1940年1月29日，

大阪の安治川口駅構内踏み切りで，信号手が転

てつ機の操作を誤り，ガソリンカー 3両編成

(40257, 42012, 42056号〉の最後部が脱線転

覆し，火災となった。約300名の通勤客（ほぽ

定員内〉のうち 188名が死亡し，重軽傷60名を

生じた。

死亡者数では国鉄史上最大の惨事であり，以

後ディーゼル気動車の開発がいっそう促進され

るようになった。

骨自動車事故 自動車事故は世界各国とも

悩みのタネであるが，1965年12月5日，アフリ

カの トーゴの村で，お祭りの群集にトラ ックが

突込み，アメリカ平和部隊員 l名を含む 115名

が死亡， 100名以上が負傷するという大惨事が

生じた。

アフリカ以外では， 1964年7月，フランスで

自動車レースの観衆のなかに15トンのトラック

が突込み，死者15名，重傷30名（ほとんどが子

供〉を出している し， ベルギーのプリュッセル

付近では1966年4月，交通安全の実地教育をう

けていた学童の列に酔っぱらい運転の車が突込

み， 10名が死亡した。わが国でも昨年12月，愛

知県で保育園児の群れに居眠り運転のダンプカ

ーが突込み，.11名が死亡， 17名が負傷を負って

いる。
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骨航空機の墜落 航空史上最大の墜落事故

（単機）は， 1966年2月4B，ボーイング 727

型旅客機によるもので，乗客 126名，乗務員7

名，合計 133名が東京湾において全員死亡した。

圏外では1962年6月3日， パリの空港で，フ

ランスのボーイング707型旅客機が墜落し， 131

名が死亡した事故がある。

．航空機の衝突 ニューヨーク市上空で，

1960年12月16日，アメリカのDC-8型旅客機と

同じアメリカのスーパー ・コンステレーショ ン

型旅客機とが衝突し，両機で計 128名，地上6

名で，合計134名が死亡した。

わが国では， 1938年8月24日，東京 ・大森の

上空で，日本飛行学校と日本航空輸送会社の飛

行機が衝突し， 乗員5名と輸送会社機の落ちた

工場で燃料タンク爆発のため12~ろが即死した。

そして火災が発生し，病院収容後の死亡者51名

を加え，合計68名の犠牲者を出した。地上の犠

牲者を含まない最大の空中衝突は，今年 1月16

日，自衛隊の対潜しょう戒機〈乗員4名〉と同

ヘリコプター（乗員6名） が徳島沖上空で衝突

し，両機とも炎上，墜落したため，乗員10名が

死亡した事故である。

．飛行船の墜落 爆発しやすい水素により

浮力を得ている飛行船は，多くの事故を続発し，

1930年代にその生命が失われた。最大の惨事は

イギリスのR101号（容積15.5万mりによるも

ので， 1930年10月4日，カルカッタへ向け処女

飛行中， 5日未明フランスで墜落爆発した。こ

のため招待客 ・釆組員54名中，航空大臣を含む

48名が死亡し， 6名が生き残った。なお，世界

最大の飛行船ドイツのヒンデンプルグ号（容積

19.5万mりも1937年5月6日，アメリカのレー

クハーストで着陸中爆発し， 36名が死亡したた

め，大型硬式飛行船の生涯に終止符がうたれた。

わが国では， 1924年3月19日，海軍のSs 3 
号軟式飛行船が空中で爆発し， 5名が殉験した。

また半硬式の飛行船の事故としてはN3号（容

積7500mりが神津島で不時着中爆発したが，

幸いにも死亡者を出さなかった。

産 業 災 宝ロ

．，炭坑の爆発 わが国は炭坑災害の多い固

として有名であり，位界ーの災害もわが国で経

営していた旧満州国の本渓湖で発生したもので

ある。この事故は，1942年4月26日に爆発のた

め生じ，死亡者は 1527名に達した。

外国では，フランスのクーリェー炭坑で，

1906年3月16日，入坑直後の午前6時30分爆発

した事故であり，入坑中の

1 664名のうち 1099名が死

亡した。

圏内の事故では，九州、｜の

方城炭坑で1914年12月15日，

687名が爆発のため死亡し

た事故が最大である。

名古屋の化学工場爆発現場

54一予防時報

．， 造船所の火災

ーヨークのプルックリンjffj

軍造船所で，1960年12月19

日，建造中のマンモス空母

コンステレーション号（ 6

万トン〉が火災となり， 49

人の生命を奪い， 157人が

負傷した。損害額は 270億
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円に達した。原因は，溶接の火花からドラムカ

ンが爆発したもので，完成まじかのため消火が

困難であった。

世界の新造船の半数を建造する造船王国であ

るわが国最大の事故は，昨年2月16日，世界最大

級のLp Gタンカー第3ブリ ジストン丸（33800 

トン〉建造中に発生した。この事故は，ポリウ

レタン製保冷材の火災によるもので. 15名が死

亡し， 6名が負傷した。

・化学工場の爆発 史上最大の工場爆発事

故が， 1921年9月21日， ドイツのオッパウにあ

る化学工場で発生し，死者1100名（509名とい

う資料もある）に達 した。この事故は，製品倉

庫内に積まれてあった硫酸アンモニウム と硝酸

アンモニウムとの混合肥料4500トンを爆薬で

破砕中に生じ，爆発した漏斗状の穴は長さ 165

m, 1plll96m，深さ18.5m，体積約 1.2万m3とい

う巨大なものであった。

わが国では， 1952年12月22日，名古屋の化学

工場で硫酸アンモニウムを回収中爆発し， 死者

22名，負傷者 303名を生じた。写真はその被害

状況で，大きな池は；爆発によって生じたもので

ある。

．ボイラの破裂 産業革命の推進力となっ

たボイラは， 19世紀から20世紀の初めにかけ

て， 約 1万件の破裂事故を生じ，死亡者計1万

名，重傷者計1万5千名を出したが， 単独の事

故として最大のものは， 1905年，アメリカのフ

ロックトンの靴工場のボイラ破裂火災であり，

50名が死亡した。このような事故を防ぐためポ

イラ取締規則が20世紀の初めからしだいに整備

されるよ うになった。ところが，半世紀も過ぎ

た1962年10月3El，ニ ューヨーク市マンハッタ

ン島北端の屯話会社地下室で，自動制御式ボイ

ラが破裂 し， カン体は60mも飛び，死亡23名，

重粍傷約 100名に達する大事故が発生した。

わが国では， 1870年，東京の鉄砲洲で，蒸気

船のポイラが破裂し，死亡84名，負傷59名を出

したが，このような乗り物のボイラ事故をのぞ

けば，数名の死亡者を出す事故が現在でもとき

おり発生している。

骨粉じんの爆発 炭坑における炭 じん爆発

をのぞいた，一般工場での食品，飼料，プラス

チック，金属などの製粉工程における大きな粉

じんの爆発は， 1919年 5月，アメリカのアイオ

ワ州シーダーで発生した。この爆発はでんぷん

工場のでんぷん粉じんによるもので，死者44名，

負傷者30名に達した。

わが国では， 1931年5月22日，横浜の製粉工

場で小麦粉が爆発 し， 12名 （うち女子3名〉が

死亡，34名（うち女子2名〉が負傷した事故が

最大である。

その他の災害

時ボタ山の崩壊 炭鉱地帯の象徴的風景と

して親 しまれているボタ山は，炭坑から運びだ

された石炭以外の岩石を，平地や山の斜面に積

みあげたものである。ところが，このボタは，

大量の水分を含むとくずれやすく，思いがけな

い惨事を発生することがある。1966年10月21日，

イギリスのウエールズ地方にある炭坑町の，

200万ト ン（高さ150m）のボタ山が， 2日続い

た豪雨のため水を含み，崩壊した。このため14

戸の家屋と小学校がおしつぶされ， 210名ない

し220名が死亡した。

わが国でも1955年4月16日，佐世保炭鉱でポ

タ山 （高さ40m）が崩壊し， 5万トンの流出ボ

タが10～15度の斜而を流れ， 140m離れた鉱山

労働者の住宅10棟53戸を埋没した。たまたま夕

食時で，鉱山労働者と家族は家にいたが，避難

できず73名が死亡する惨事となった。この事故

も2日まえからの豪雨（総雨量438mm）があっ

たこと，山の斜面に積みあげたボタ山であつ こ

となど，イギリスの例と状況はよく似ている0

・建築物の爆発 294名もの人命を奪った

建築物内カ’ス爆発が，1937年 3月18El，アメ リ

カのテキサス州にある高等学校で発生した。こ

の事故は， 石油精製プラン トから供給される天

然ガス配管のガスもれによるもので，地下室に

予防時報－55
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たまった爆発性ガスが，工作室の電気スイッチ

の火花のため爆発したものである。 1961年にな

って，この原因は同校の生徒が地下室に忍びこ

み，ガス管の継ぎElをゆるめた事実を犯人が自

供したといわれている。アメリカでは， 1963年

10月31日にも燃料用ガスによる大惨事を生じた。

これはインジアナポリスのコロシアムでアイス

スケートショーを公演中，スタンドが爆発した

もので，死者62名，負傷 385名もの犠牲者をど

もなった事故である。この原因はポップコーン

製造用ブタンガスのもれと推定されている。

1965年3月18日， 青森県十和田市内の建物内

地下室で，ブタン系の都市ガスが爆発し，通行

人を含め11名が死亡し，5名が負傷，2戸全壊

した事故が囲内最大のものと思われる。

骨大気汚染 1952年12月上旬， “ロ ンドン

のスモッグ”として，世界中に知れわたった惨

事が発生した。これは，記録に残っている大気

汚染災害の最大のもので，約4000名の死者を

生、じた。原因は石炭燃焼により生ずる亜硫酸ガ

スで，その60%は家庭のストーブが発生源であ

る。イギリスは数百年も昔から石炭の煙に悩ん

でいるが，現在も同じ苦しみをうけているとい

うことは，大きな驚きである。

わが国も工場や自動車の激しい増設や増加と

ともに，大気汚染がようやく社会問題となって

きた。しかし現在まで幸いにも大きな事故は発

生 していない。

崎ガスタンクの爆発 1944年10月20日，ア

メリカのクリープランドで，家庭に供給するメ

タン貯蔵用低温液化タンク No.4が爆発し，火

災となった。この爆発により，隣接のNo.3タ

シクも爆発し，火炎は 850mの高さに達した。

そして79戸の家屋と 2工場，自動車 217台が破

壊され， 130名が死亡し，数百名が負傷した。

現在では爆発しやすい水素でさえ安全に液化貯

蔵されている。

液化ガスタンク爆発事故の国内最大規模のも

のは， 1964年9月14日， 大阪の茨木市で発生し
た。事故は，LPカ’スタンクローリから貯蔵タ
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ンクに充てん中，ガスがもれ，爆発したもので，

死者3名，負傷者61名に達した。

つぎに，大都会によくみられる都市ガス用の

ガスタンクの事故は， 1927年，ピッツパーグで

！発生し，14万 m3のタンクが爆発したため，死

者28名，負傷400名を生じた。わが国では1922

年10月8日， 大阪で 2.8万 m3都市ガスタンク

が爆発し，重軽傷数10名をだした例がある。

・群集災害 駅のホームやスポーツ競技場

なと、で，おしつぶされそうになった経験をもた

ないかたは，人口の多いわが国では少ないであ

ろう。ところで史上最大の群集災害は1954年2

月3日，インドでヒンズー教の大祭に集まった

群集により発生し，踏みつけられたり，川に落

ちたりしたため 350名の死者と 200名の行くえ

不明者を出した。また1964年5月24日， ベルー

のリマで，東京オリンピック予選べル一対アル

ゼンチンのサッカー試合中，審判結果をめぐり

満員の観客4万5千人が騒ぎ，警官隊が催涙弾

を発射したため大混乱となった。このため約300

名（400～500名との推定もある〉が死亡し，約

500名が負傷した。

このような災害は後進国に多いが，先進国で

も発生しており，その最大のものは1943年，イ

ギリスで， 178名の死者と60名の重軽傷者をだ

した例がある。この災害は3月3日夜， ドイツ

空軍のロンドン空襲のさい，地下鉄へ避難する

群集が入り口に殺到したため生じたもので，付

近に 1個の爆弾も落下していなかったのである。

国土のせまい，わが国最大の惨事は， 1956年

1月1日というめでたい日に起きた。この日，

新潟県弥彦神社の初もうでの群集が，階段で混

乱し，石垣の倒壊とともに災害が生じ，死者124

名，重軽傷者91名にのぼる犠牲者を出した。． ダム災害 ダムがひとたび決壊すれば，

巨大なエネルギーをもった水が下流の家屋をお

し涜し， 大きな災害となる。 このようなダム災

害は，いままで記録されている ものが約40件，

そのうちアメ リカの13件がもっとも多い。最大

の惨事は1889年，アメリカのペンシルベニア州
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サウスフォークのアースダムで越流による洗掘

のため発生し， 2200名にのぼる人命を損失し

た。また1963年10月9日，北部イタリアにある

パイヨント（Vajont）のダム貯水池を取り囲む

水の一部が，大地すべりを起こし，巨大な量の

山塊が貯水池に崩落した。このため貯水池の水

はいっきにあふれ，ダム工事関係 70名を含む

2 125名が死亡し， 595戸の家屋が全壊した。

わが国では，このような貯水用ダムによる大

災害は幸いにも発生していない。しかし1936年

11月20日，秋田県の尾去沢鉱山の鉱さい捨石た

い積場のダムが決壊している。このため泥流が

下流の鉱夫部落をおし流し，死者 362名，負傷

81名の災害をもたらした。

・火薬の爆発 カナダのハリファクス港内

で， 1917年12月6日，暴風をついて出港中の汽

船と， TNT火薬4060トンを輸送中のフランス

軍用船モンプラン号が衝突し，爆発のため，岡

市の60%は廃きょと化し死者 2000名， 負傷者

3 000名を生じた。爆発音は 96kmへだてた トル

ロでも聞くことができ，爆発による津波は12m

の高さに達した。この津波のため市内の学校多

数が倒壊し，小学生多数が死亡したほか，鉄道

線路が洗い流され，車両400台と機関車20台が

破壊されるという大惨事となった。また，同港

にあったイギリスの汽船5隻も大きな損害をう

け，乗員の3分の lが死亡した。

火薬の爆発事故は戦争と関係が深く，前記カ

ナダの事故も第1次大戦中であり，わが国でも

日華事変中の1939年3月1日に大惨事を生じた。

この事故は大阪府枚方の陸軍弾薬庫で，外地か

ら持ち帰った砲弾の信管除去作業中爆発し，付

近の持薬に誘爆するとともに，火災を発生した

ものである。火災は民家にも延焼し，死者 100

名以上，重軽傷者 800名以上という犠牲者を生

じた。また，第2次大戦の終った1945年から46

年にかけ，戦時中の軍用火薬処理のさい死者約

150名をだす事故が 2回，死者70名を出す事故

がl回，いずれも九州で発生した。

．セルロイドの火災 燃えやすいものの代

名詞として，戦前セルロイドという言葉がしば

しば使われた。とうぜんセルロイドによる火災

もひん発していた。最大のセルロイドによる惨

事は，ガスタンク爆発事故のあった，アメリカ

のクリープランド市で発生した。これは1929年

5月15日，市内の病院地下室で X 線フィルム

（セルロイド製〉が爆発発火し発生した有毒ガ

スのため 125名の死者を出したものである。

国内の例としては第2次大戦中の1943年3月

6日， 北海道倶知安町の映画館で，家族慰安会

の映画上映中，フィルムが発火し，火災のため

208名の死亡者を生じた（なお， 単独建物火災

の最大なものは， 1903年， アメリカのシカゴの

劇場火災で， 602名が焼死した事故である〉。

骨建築物の崩壊 1922年 1月28日，ふぶき

のワシントン市の劇場が崩壊し， 400から500名

の観客のうち97名が死亡した。また1963年2月

1日，エクアドルの修道院付属女学校で，450

名の女学生と 8名の修道尼がミサ中に天井が落

。ち，死者 103名をだしている。負傷者の多かっ

た事故としては1947年2月24日，アメリカのイ

ンジアナ州プァジュー大学の体育館で，バスケ

ット競技中に仮設観覧席が壊れ， 3名の学生が

死亡し，1000人以上が負傷した。

地震の多いわが国では，建造物がじょうぶな

ためか，多数の死亡者を出すような例はない。

会 食カ

外国の大災害と，わが国のそれを比較してみ

たが，意外にわが国の規模は低く，炭坑，飛行

機など 2,3のものが世界水準であった。だか

らといって，わが国の安全対策や安全組織がじ

ゅうぶんなものであるという結論は引き出せな

い。なぜなら，わが国の工業技術の後進性と生

産規模の小さかった条件などが，先進国の流し

た尊い犠牲の繰り返しをさけさせたのではなか

ろうか。

さいこ干に，執筆範囲が広いため調査不十分や

誤り，思い違いも多いのではないかと思う。読

者認兄のご指摘を得ることができれば幸いであ

る。 （筆者：産業安全研究所化学課〕

予防時報 57 



マ””””'1/1,,,,,;fl ”’＇N//l~w/f//I””’叩，，，，，，，，111111.”噌'llm11lllllll'°l/ll,“”’111111”’＇＇＃lf,,111111111，仰’'l/llu1111lllllll”'/IS,,,11111111””'/ll,,,,11111111111·司，，，，，11111111111·”'/II.附，1111///1111,a,,,,11//////lll

火災体験と教訓i

一一防火管理者の手記から一一
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東京消防庁指導課主催で，さきごろ聞かれた消防研究会の席上，直接に火災を体験した各業態の防火管理

者の手記が発表されたが，手記のなかには体験のなかから得た教訓｜や今後の対策など，貴重な意見や示唆

が含まれているので，同庁指導課のご好意により，本誌に， その手記のおもなものの要旨を掲載しました

。プラスチック成型工場の火災。

発生日時昭和40年7月下旬午前511寺

損 害防火造り平屋建て工場 1棟190m2

全焼

1. 原因・経過

セルロイド加工の中の湯通し作業（沸騰した

湯につけてやわらかくしたセルロイドのパイプ

の中に一定寸法の棒をいれ，冷たい水に浸し，

棒を抜きとりパイプの直径を一定にそろえる〉

周の湯をつくるのには，銅製の水槽（大きさ50

×25×24Cill）の中にシーズヒーターを取りつけ

たものを用いるが，残業後， この水槽で－湯をわ

かし洗濯をした工員がスイッチを切り忘れて帰

宅したため湯が蒸発し容器が熱し，下の木製の

台を発火に至ら しめた。モーターは200V2kW

の自家製装置。

出火のH占期が，ちょうど以前の防火管理者が

退社し，後任者のわたしが引き継いで資格をと

ったばかりという，その問げきをつかれた形に

なった。中小企業は人員の出入りが激しし自

衛消防隊組織も無きに等しい状態だった。防火

訓練も引き継ぎ前に 2' 3度，消火器の薬の詰

めかえ時を利用して行なわれていた。そのよう
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なところへ不注意が重なっての大事と忠われる0

¢ とっさのばあいの 119番通報のむずかしさ

を痛感した。最初はかけ間違いで， 2度目に通

じて，落ち着いた戸で，どこですか？ 何番で

すか？ と聞かれても，すぐに番地を聞かれて

いるのだと判断できないあり さまだった。。当社の夜間の自衛消防隊の編成は，寮の男
子従業員をあてており， 1台ある可搬ポンプで

毎朝ポンプを回わす練習を交替で行なっていた

が，いざ火災に直面して，平素のようにポンプ

がすぐにはかからない。やっと始動したものの

消防署員に水をかけるようにと指示されても思

うようにかけられず，署員と交替した。しかし

10馬力ぐらいの可搬式ポンプも火の手が回わっ

てからではあまり効果がなかったようである。

の また，ポンプのところへ焼けた屋根のトタ
ンが落下，さいわい交替したばかりの防火服に

身を固めた消防署員だからよかったものの，あ

やうく社員にけがをさせるところだった。。消火摺は火災の初期の小火のうちでなけれ
ば効力がないことを知らず，消火掃であればす

ぐに消えるような気持でいた。

ゆ 責任感のあまり，ひとりで動きまわり，統

制のとれた指揮を行なえなかった。



ー．”・ー． ・= 

2. 教訓 ・対策

。Uごろから，従業員の末端にまで，防火思

想を徹底させ，細かい花宣；を与える。また，防

火を防火1百四者ひとりの責任にするのではなく，

組織の中に制部の責任体制を確立する。

＠火災予防の亙点をタバコなどの火気厳禁と

セルロイドの自然発火においていたが，むしろ

f'F業工程面なと’に不注意が生じないようにする。

＠防火訓練を重視する。全従業貝による消火

器実験をはじめ，自衛消防隊員の放水訓練の熟

達をはかり，総合的な消防訓練を重ねる。

。消火｜時の危害防止対策としてヘルメットそ

の他の防火服装を考慮する。

＠あらかじめ，訓練等により火災発生時の任

務分担を明確にする。

その後，当社では 「安全委員制度」を設置し

た。これは，産業災百の防止と防火を目的とし，

男子2人，女子 1人を 1組に， 1週間交替制。

1日1同全工場内を巡回，作業場の整理整とん，

危険物倉Mi.の監視，機械の安全設備および~11気

配線の点検等を行ない，週末に安全日誌を書き，

これを会社首脳および防火管理者が閲買い必

要な措置をとれるようにしている。

消防訓練のさいは， 一時工場の全作業が止ま

り，生産にさしっかえるので，なかなか実行で

きずにいるが，機会をみて必ず実行したいと忠

っている。

（発表者 ：福島火成工業株式会社丸子明〉

。印刷工場の火災。

発生日時 I昭和40年5月上旬午前零時z

損 苫工場全焼倉庫 33.3m2焼損機

械数台，製品若干焼損

1. 原因・経過

用紙乾燥室の赤外線特殊電灯（ 1個375W の

もの10個〕の電源スイッチの切り忘れが原因で

出火した。当時は降雨続きで湿度が高〈，乾燥

作業（印刷用原紙をいったん乾燥室に入れ水分

の調整をする〉に手間どり，全体の作業にかな

りの時間の損失を生じたため，現場のものが作

業促進をはかつて，防火管理者の検討をまたず

に，赤外線電灯を取りつけたため，不備があり，

取りつけ 2日後に火災となった。

発生時刻が真夜中であり，また守衛の巡視｜時

間（ 1時間ごと〉の合間のため，発見時，火勢

はすでに自衛消防｜欲の手に負えぬ強火となって

し、fこ。

2. 教訓 ・対策

＠作業場の使用区分の確立，管理責任区域の

分担の明確化，および各区域責任者の毎月定期

点検と結果報告の実施。

＠火気使用設備や屯気設備の補修は，いかに

ささいなものも防火管理者または技術者の承認

．点検を経ること。

＠外来工事者に防火上の要望をじゅうぶんに

すること。

。新人員にたいして入社直後に，防火に関す

る教育訓練を実施すること。

＠火気の設自m，油脂質iの保存設備の新設 ・改

設には消防署の指導をうける。

肝要なのは，計iiliiだけではなく，実際に当た

って敏速に消火活動ができるよう，平素から訓

練がたいせつであるが，作業時間との関係で実

行できないでいる。とくに＇i災後生まれの人は団

体訓練の不足があり，入念な指導を必要とする。

また，就業施設が木造から耐火構造に改まる

と安心感が生まれ，警戒心がうすれがちとなる

が，いっそう防火意識を高める必要がある。

消防署の査察を敬遠する傾向は誤りで，専門

家の指導を進んで受けるべきである。

（発表者 ：特殊印刷株式会社吉沢松雄〉

。病院の火災。

発生日時昭和40年3月下旬午後11時57分

損 害 小火下見板，机，書類等数点の

焼失

1. 原因・経過

研究用の消毒器を壁ぎわで使用していたため，

予防時報－59
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壁の内部の木造部分がいつしか過熱で炭化し，

発火に至ったものと思われる。

当時たまたま発火個所から 5mほどのところ

にいた工事現場の宿直員杭窓面にうつる火と

ガラスピンの破裂音によって出火を発見，ただ

ちに現場に急行し消火に当たり，他の宿直者が

当直医，看護婦，および 119替に連絡， 5分後

には病院関係者約20名が消火器やバケツリレー

で消火活動を行ない，天井への延焼を防いだ。

建物は老朽の木造モルタル2階建てで，夜間

は守衛が見回わりするが居住者がなく，自動火

災報知機もなかった。さいわい発見が早〈 ，無

風であったこと，職員の沈着 ・敏速な活動によ

って大事にいたらなかった。

職員の沈着な行動は， 年2' 3回，消防署の

協力による防火訓練を行なっていた，たまもの

である。

2. 教訓・対策

。病院の熱器具は，ガス，電気，石炭用など

多種であり，使用場所も診察室，実験室，rri毒
室，調取室，ボイラ一室と広範囲にわたるので，

自主点検をいっそう強化し，使用状態を明確に

把慢する。

＠大学病院は構内が広〈 ，防火活’理上の “死

角場所”もあるので， 全建物に法規制以上の自

動火災報知機設備や消火器の設置をめざす。

＠病院は職種が多く，迎絡の円滑を欠きがち

なので，防火委員会（隔月開催〉に，各職種代

表をもれなく 参加させ，また夜間の防火管理を

徹底するため，守衛， 工事現場貝等をも委員会

に参加させた。

。看護婦など職員の多くが女子なので，婦長

を中心に各病棟，研究室など職場ごとの責任態

勢をつくり，防火訓練を強化する。

＠当病院の人員は約5000人であるが， 災害

時の指苦fl・情報の伝達を円滑にするため， 病棟

の拡声装置により，院 ・椛内全体に通報できる

よう装置を増設した。

病院の防火活；理は複雑で，多くの問題点を包

蔵している。とくに，身動きのできぬ病人の収
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容や不自由な忠者の出入りなどの条件があり，

防火管理はひじように重要である。火災体験を

反省の機会として，いっそ う防火管理について

の研究をすすめなければならない。

（発表者：日本大学医学部付属板紡病院臼1F~T：.平〉

。ダイカスト製造業の火災く〉

第 l回発生Elll＇＼＇昭和 l40年9月中句午後6

ll与

1ft ・,5 寄宿舎，食堂， 178.2m2 

tJ~j員

第2@I 発生日H在 日併U40年10月中旬午後零

ll~J'ZO分

j日 玄3 ダイカスト機の作動油，

紙など焼損

第3回発生日時昭和41年 1月中旬午後9

111 

損 苫工場，更衣室22.lm2焼損

1. 原因・経過

第 1のばあい一一一食堂の煙突のススが，屋根

のつなぎ目の段落部分にたまって発火，屋根か

ら天井に燃え拡がったものと推定される。発見

は比較的早かったものの，火が屋根哀を伝わっ

たため，自衛消防隊によ る初期消火では及ばな

かっfこ。

第2のばあいー一一ダイカスト機の増圧部リリ

ーフパルプの油もれを修理中，作動計ilが保混炉

から引火し， 機械内の作動油およ び付近の板切

れ，紙品が燃えたが，ただちに消火。機械 ・保

温炉等には支障がなかったが技術者が顔面と右

手に軽度のやけどを負った。

第3のばあい一一更衣室からの出火であるが，

油で汚れた古い作業服に，タパコの吸いがらか

マッチのiJqhが不用意にすてられ，たまたま気候

が異常乾燥中のため着火したものと推定される。

発見が早〈，自衛消防隊の活動が敏速に行なわ

れたため，大苛lに至らなかった。

2. 教訓・対策

当社は戦前に建てられた木造建物が多いので，
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防火にはとくに注意し，防火教育訓練を行ない

施設の改菩もすすみ，防火思想、もかなり徹底し

ていたため， '.:k'際に火災に当たって消防活動は

予期した効果をおさめた。

しかし，最近の中小企業の例にもれず，従業

員の移動が激ししそのため防火訓練が徹底せ

ず，ごく一部のものの不始末が大事をよぷ例が

多い。以後は新規採用者の教育訓練は格別に強

化することにしている。

第 1のばあいの対策

＠まきによるかまをプロパン式かまにかえた。

＠屋級の段落をなおし，；炊事場は内側面鉄板

張りとし，天井を耐火ボードとした。また，隣

接の寄宿舎を耐火建築とし，その他の木造建築

も耐火建築にしていく予定。

＠避難はしごの増設，標識の明示，各部屋の

消火｛，~具の整備点検，ならびに電気（器具〉の

使用が外部からもわかるよう標識灯を設置した。

＠消火器の増設とともに，非常用ベルをサイ

レンに改めた。

＠防火教育の強化および管理者による出勤 ・

退社後の各部屋の点検を毎日励行している。

第2のぱあいの対策

。機械の修理のさいは，必ず屯源スイッチを

切り，アキュムレーター（蓄圧機〉のストップ

パルプを閉め，停止を確認する。また修理は原

則として監替者の監督のもとに行なう。

＠保温炉のふたの考案とその周囲の空気配管，

電気配線の盤備，重油バーナーの整備の徹底。

機械と保温炉のしゃへい装置の考案。

＠防火用砂の管理保全。

。機械の屯源箇所の明示と取り扱い教育。

＠消防訓練の励行，工場内整理の徹底。

第3のばあいの対策

。更衣室と休憩室の聞を仕切り，火気持ちこ

みの厳禁，建物は内側面鉄板張り，天井は耐火

ボードとした。

＠全工場内の喫煙 ・火気使用禁止場所の明示

と，用具の点検 ・整備，可燃性物品の整理。

＠消火器の設置場所の明示。

。全工場内の仮配線，破損器具の整備と交換。

＠全従業員に対する防火教育の徹底。

（発表者：志村防火管理者研究会小林三郎〉

。合成樹脂加工製造工場の火災。

発生日時昭和40年8月中旬午後12時40分

損 害更衣室1棟全焼

1. 原因・経過

未成年の l工貝が隠れて男子更衣室で喫煙し，

スイガラをセルロイド製の石けん箱にいれたた

めに出火した。

更衣室は，倉庫を改造した耐火建物だが，出

入口が 1つで，窓は工場に面した側にはなく，

反対の道路に面した側の し 2階に各1個ある

だけで，建物内には 100名分のベニヤ板製ロッ

カーがあった。

更衣室は始業時と終業的に開閉するが，他の

時間は施錠しであり，日中の入室者は守衛室に

備えつけのかぎをかりることになっていた。そ

のときはちょうど製品の搬出があり，守衡が数

量点検を行なっていたことと，未成年の工員に

よる喫煙は予想外で，退出時に立会い点検を行

なわなかった。

2. 教訓・対策

＠更衣室は燃えないものだという先入観念と，

喫煙は指定の場所で行なわれているという過信

があった。ロッカーはスチール製に改めること。

また窓が多くあったほうが消火活動に役立つこ

とがわかった。

＠未成年者のl喫煙は，厳重に取りしまり，違

反者には退社させるなどきびしい方針でのぞむ。

＠木造建物を耐火建物に改築していく。自動

火災報知機と屋外消火栓の設置を推進。

。消防署の指導で防火l決画会を聞くなど，防

火思想、の強化をはかる。

＠防火管理者を複数制とし，防火管理に手ぬ

かりのないようにする。

（発表者．八王子防火管理者連絡協議会理事

東神化学工業株式会社河本浩志〉

予防時報－61
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注文三つ

貴誌にたいする

わたくしの注文を

最初に述べさせて

いただきます。

貴誌は年4回刊

ですが， 3月ごと

の “防災日誌”と

でもいった欄を設け，それを

見ればその期間に起きた災害

と，問題点の概要がひと目で

わかるようにしていただくと

便利です。

もうひとつの注文は，執筆

者と読者，ならびに編集者を

つなぐ“対話”の場所を設け，

誌面をより充実させるように

くふうしてもらいたいという

ことです。

じつは，わたくしのように

工場防火管理者の立ち場にあ

る者にとって，賞誌はさまざ

まな面で防災の知識を提供し

てくれますのでひじように便

利です。工場の従業員にも，

貴誌から得た知識をいとぐち

に防災への関心を高めるよう，

わたくしなりにつとめている

しだいです。

一一
一
一一一一
一一一一一一一

一
一一一一一一一一一一一

一
一一一一
一一一一一

さらに，できましたら各サ

の聞に月 1度くらい速報的な

別 IT~でも出して頂ければ，よ

り身近に感じることでしょう。

（石崎優・工場防火管理者・千葉〕

〔お答え〕

“防災日誌”の新設について

は，さっそく検討してみること

にしました。 “対話” の欄につ

いては，この“読者から”の糊

の改善などによって，ご注文に

おこたえできるようlilf究してい
きたい所存で、す。

坪井論文に興味

貴誌第68号に掲載されまし

た坪井忠二氏の「災害の論理」

は，災害発生の客観的な根拠

を論理的に展開したものとし

て興味ぶかく読みました。坪

井氏は論文のなかで「自然界

ではあらゆる現象があらゆる

組み合わせでからみあってい

る。それが悪いほうへ悪いほ

うへと重なると災害になる」

と指摘して災害とエントロビ

ーを論考されていましたが，

おもしろい考え方だと思いま

しfこ。

この坪井論文は，中央公論

社刊 「自然」（67年4月号〉の

“学界切抜帳”にも紹介され

ているのを最近発見しました

が，貴誌の権威も号を－mねる
ごとに高まり，掲載論文が広

く注目されるようになったこ

とは同慶のいたりです。

（真野圭一郎・事務員・東京〉

i錨盈醸蕗麟 1
i かやぶきの屋根には，日本 i
i民族の伝統と，生活の知忠が i
！秘められている。

! かやは，別名 「すすき」と
iもよばれ，秋の七草の代表絡
iである。古代日本人は，かやで
屋根をふいたり，たわらやぞ

うりを作った。またそれを飾

ってPl見をし，若い穂を煮て

「尾花粥 （おばながゆ〉」をつ

くったりした。かやを神から i
与えられた貴重な“草”と信 l
じ，制iを祭るのに，かやで仮！

屋をつくる風習もあった。 ！ 
写真は出雲国（島根県〕平

田市の民家の屋根一一。棟の

部分は，竹を利用して美しい

弧を描き，下方に向かつて屋

根の稜線がすそ野のような広

がりをみせている。

そんな屋根をみていると，： 
iふっと古代日本のやI＇話の世界 i
！が連想、されてくる。 ! 

五戸

戦後の日本経済は，海外から奇跡的

と賞賛されるほど急速な成長率を示し

ましたが，その反面では，産業公害が

深刻な様相をおび，社会問題として大

予防時報第 69号

Accident Prevention Journal No.69 

きくクローズアップされています。現在の公害は産業

公害から都市公害にしだいに移行しているのが特徴と

いえましょう。こうした事態に直面して，政府は，当

面の最重点施策のひとつに公害防止対策を織り込み，

公害基本法を制定しようとしています。

本誌では， 69号と70号の2回にわたり， “公害を考

える”特集を掲載いたします。今号には，とくに当面問

題とされている環境汚染に焦点をおいてみました（Y)
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験実災火yレビ
東京消防庁・火災予防対策委員会は，新

築のため取りこわされる東京 ・丸の内の東

f’京海上ビルで，昨年12月3日から 3日間に

わたり， 大がかりなピル火災実験を行なっ

た。この実験は，近年ますます高層化・大

規模化する建築物に対処して．火災予防対

策の強化および防火建築設計上の指針を得

ることを目的に行なわれた。

↓
1
ト
ン
の
木
材
を
燃
や
し
て
、
煙
の
状
況
を
観
察
す
る
廊
下
強
制
給
気
実
験
で
、
窓
か
ら
は
げ
し
く
火
煙
が
吹
き
あ
が
る

↑
実
験
は
、
早
朝
か
ら
、
万
全
の
嘗
憎
体
制
を
し
い
て
行
な
わ
れ
た



けむり・けむり・けむ｜
ビル火災でもっともこわいのは，煙が火の手よりも2

〈廊下・階段などを伝わって充満し．避難行動をさまf

げることだといわれる。実験では，要所に観測点を置き

煙の拡散状況・煙温度・温度・気圧・とびらの防煙効』

などを観測し，排煙問題に関する貴重な資料を得た。



〉書 籍r とんな消火器がよいか 5円 駐車場の防火指針 30円

火災報知装置 10同 高層建物の防火指針 50円

危除薬品の保管取り扱いに関する注意 5Pi 地下街の防火指針 50同

とっさの防火心得帖 6同 スーノマーマーケ y 卜の防火十旨古十 40円

映画フィルムの火災危除と対策 18同 プラスチ y ク加工工場の防火指針 60同

汽缶室および煙突 ・煙i昼などの防火対策 2円 L Pカスの防火指針 50同

乾燥装置の防火対策 5円 危険物要覧 50円

プロパンカスを安全に使うために 5円

〉防火のしおり 〈 住宅／料理飲食店／旅館／アパート／学校／商店／劇場 ・映画館

各~とも I ~F 5同 -119事務所（木造 1／公衆J合場 ／カソリンスタンド／病院 ・診僚所／理主主 主・美容院

.Leのf'H呈fil1J物lj ま貨店己丹1 ・ 迄~I不要 ム部数の申しこみには 無f宵て1Jtf比4る」とがあり ま1ー

〉映 画 燃えない社I 20分、 ただいま勉強中 30分

私たちの家庭防火 一秒の価値 21分

一人は万＼の為に万人は一人の為に ’J タソちゃん一家 カラー 40分

言·~一家 30分 燃え上かる炎 カラー 30分

Jj~の防火 20分 日本の民家 カラー 60分

Hiを守る子たち ，， みんなて考λる家庭の防火 カラー 20分

修学旅行 赤い信号 カラー 27分

ともだち 50分 みんなで考える工場の防火 カラー 25分

〉スライド ，両火器（そのi笠ぴ方と使い方） 16分 国宝の間人設備日 A東日司菖 l 21分

電気火災のお話 14分 危R食物；人 j r t I I] J 
24分

プロパン カスの安全AB C 13分 ある倉今 員 ;J 日~：＇，

石油スト ーフの安全な停ぃ方 16分 る 自コ ンロ人 i‘と モの予h 14分

火災にそなえて （職場の防火対策 20分 J角ゾ災置 18分

If＇頭帯構験官？？古品開高？ネi•.•• ーー量・東京（9,3 )255,o:;;.1_21;1（大代表） I 
~；； . Wバ ぷ／ >'.ii'~，＞.：：＞ . .,::,.: :./ ：日ーーに．ル溶，，，＿，：；：$7·,•o)::,;i.i.·、泊五九説法ぷ晶画語劇誠出鑑藍..，＇＇＜；，－，.. ,.. I 
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